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Ⅰ 調査の概要 
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１．調査の目的 

 

宮代町では平成 23 年度から平成 32 年度までの 10 年間の主要な施策を定める「第４次総合

計画」策定に着手することになりました。人口減少、高齢化が進む中で、町民の皆様と共に

力を合わせて、この計画を実現していきたいと考えています。 

このアンケート調査は、町内にお住まいの 18 歳以上の男女 2,000 人を対象に実施し、「宮

代町が今後、いかにあるべきか」という計画を策定するにあたり、町民の皆様の率直なご意

見をうかがうことを目的として実施しました。 

 

 

２．調査の構成と回収状況 

 

調査名 アンケート調査 

調査対象者 ・18 歳以上の町民から無作為に抽出した 2,000 人 

調査方法 ・本人宛に郵送配布・郵送回収 

調査期間 ・平成 22年 2月 23 日～3月 12 日 

対象者数及び回収結果 

・対象者数：2,000 票 

・回 収 数：1,262 票 

・回 収 率： 63.1％ 
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３．報告書の見方 

 

●回答結果の割合「％」は有効サンプル数に対して、それぞれの回答数の割合を小数点以下

第２位で四捨五入したものです。そのため、単数回答（複数の選択肢から１つの選択肢を

選ぶ方式）であっても合計値が 100.0％にならない場合があります。このことは、本報告

書内の分析文、グラフ、表においても反映しています。 

 

●複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選択肢

ごとの有効回答数に対して、それぞれの割合を示しています。そのため、合計が 100.0％

を超える場合があります。 

 

●図表中において「不明・無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判

別が困難なものです。 

 

●複数回答の設問は、質問文末尾に「複数回答」と表示しています。 

 

●図表中の「N（Number of case）」は、有効サンプル数（あるいは回答者限定設問の限定条

件に該当する人数）を表しています。 

 

●クロス集計の分析軸に「不明・無回答」がある場合は表示していません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ アンケート調査の結果 
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１．町の住みごこちについて 

問１ あなたは、宮代町の住みやすさを、全体としてどう感じています

か。 
 

 住みやすさについては、「大変住みやすい」「どちらかといえば住みやすい」が全体の７

割以上となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□問１ 住みやすさ 前回比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.8 

59.7 

15.1 

3.5 

4.4 

4.4 

0 10 20 30 40 50 60 70

大変住みやすい

どちらかといえば住みやすい

あまり住みよくない

住みにくい

わからない

不明・無回答

％

問1 住みやすさ N=1,262

12.8 

14.9 

59.7 

61.1 

15.1 

14.7 

3.5 

4.4 

4.4 

2.1 

4.4 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

（N=1,262）

前回

（N=935）

大変住みやすい どちらかといえば住みやすい あまり住みよくない

住みにくい わからない 不明・無回答
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■問１ 住みやすさ×問 16 居住年数 

 

 居住年数とのクロス集計結果を見ると、居住年数が「10～19 年」で『住みやすい』（「大

変住みやすい」と「どちらかといえば住みやすい」の合計）が比較的低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.7 

13.2

7.3

13.8

58.9 

64.7

60.1

60.1

14.7 

7.4

18.7

15.2

2.1 

5.9

4.7

3.2

10.5 

5.9

3.1

3.5

2.9

6.2

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

５年未満

（N=95）

５～９年

（N=68）

10～19年

（N=193）

20年以上

（N=864）

大変住みやすい どちらかといえば住みやすい あまり住みよくない

住みにくい わからない 不明・無回答
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問２ あなたは、これからも宮代町に住み続けたいと思いますか。 

 

 今後の居住意向については、「永住したい」または「当分の間住みたい」が８割以上を

占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□問２ 居住継続の意向 前回比較 

 

 

 

永住したい

44.8%

当分の間

住みたい

36.2%

できれば

移転したい

12.2%

移転する

2.3%
不明・

無回答

4.5%

問2 住み続けたいか N=1,262

44.8

49.6

36.2

31.6

12.2

14.2

2.3

2.7

4.5

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回

（N=1,262）

前回

（N=935）

永住したい 当分の間住みたい できれば移転したい 移転する 不明・無回答
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【問２で「永住したい」「当分の間住みたい」と回答された方】 

問２－１ その主な理由は何ですか。（複数回答） 
 

 永住したい、あるいは当分の間住みたい理由については、「自分の家（土地）がある」が

顕著に高く、次いで「永年住み慣れている」、「自然環境が良い」がとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

34.5 

47.6 

9.8 

2.1 

6.8 

70.2 

2.8 

14.6 

2.6 

1.3 

2.1 

0.4 

0 20 40 60 80

自然環境が良い

永年住み慣れている

人間関係がよい

教育環境がよい

仕事の関係から

自分の家（土地）がある

家賃・地代が安い

交通の便がよい

公共施設が整っている

行政サービスが充実している

その他

不明・無回答

％

問2-1 住み続けたい理由 N=1,022
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【問２で「できれば移転したい」「移転する」と回答された方】 

問２－２ その主な理由は何ですか。（複数回答） 
 

 できれば移転したい、あるいは移転する理由については、「日常生活が不便」が最も高く、

次いで「交通が不便」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.8 

47.0 

9.8 

4.9 

18.0 

8.7 

6.6 

37.2 

10.9 

9.8 

15.8 

0.0 

0 10 20 30 40 50 60

公園・緑地・広場が少ない

日常生活が不便

人間関係がよくない

教育環境がよくない

仕事の関係から

近隣公害（騒音・振動・日照）のため

現在の住宅（広さ・家賃など）に不満

交通が不便

公共施設が整備されていない

行政サービスが充実していない

その他

不明・無回答

％

問2-2 移転したい理由 N=183
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２．まちづくりに対する“満足度”について 

 

問３ あなたのまちづくりに対する “満足度”についておたずねします。

次の項目についてお答え下さい。 
 

【都市基盤】 

 都市基盤に対する満足度については、「③鉄道の駅施設・運行ダイヤ」「⑤上水道（供給

の安定性、おいしさ）」が高く、「①道路の整備（他の自治体につながる幹線道路）」「②道

路の整備（居住地周辺の生活道路）」で低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 都市基盤 N=1,262 

4.1 

5.5 

15.5 

3.5 

12.7 

12.2 

7.1 

5.2 

4.3 

34.1 

33.5 

46.8 

18.1 

55.4 

42.2 

38.7 

39.8 

38.7 

30.1 

33.3 

17.7 

14.3 

11.3 

14.2 

25.0 

28.6 

27.3 

19.3 

18.4 

9.0 

9.5 

5.2 

9.9 

13.3 

12.0 

9.1 

6.0 

2.8 

4.1 

47.7 

8.8 

14.6 

9.3 

7.0 

13.8 

6.4 

6.6 

6.9 

6.9 

6.7 

7.0 

6.7 

7.4 

6.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①道路の整備

（他の自治体につながる幹線道路）

②道路の整備（居住地周辺の生活道路）

③鉄道の駅施設・運行ダイヤ

④町内循環バスの路線網・便数

⑤上水道（供給の安定性、おいしさ）

⑥下水道等の生活排水処理対策

⑦公園・遊歩道の整備（配置、設備）

⑧市街地の街並み・景観の美しさ・快適性

⑨住宅地の整備

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満 わからない 不明・無回答
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【生活・自然環境】 

 生活・自然環境に対する満足度については、「①ごみの処理（分別、収集回数）」で７割

以上と高く、次いで「⑥消防・防災体制」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教育・生涯学習・コミュニティ】 

 教育・生涯学習・コミュニティに対する満足度については、「④地区、自治会等の活動

や近所づきあい」が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 生活・自然環境 N=1,262 

問３ 教育・生涯学習・コミュニティ N=1,262 

6.8 

3.9 

5.3 

7.1 

3.8 

37.4 

31.0 

37.1 

47.3 

33.7 

9.3 

13.8 

15.1 

17.4 

20.0 

3.5 

2.9 

3.6 

5.5 

4.5 

36.1 

41.4 

31.9 

18.5 

32.1 

7.0 

7.1 

7.1 

4.1 

5.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①小中学校等の教育環境（教育内容・施設）

②生涯学習（講座、教室等）の機会・内容

③市民の生涯学習活動や市民活動に関する情報

④地区、自治会等の活動や近所づきあい

⑤地区、自治会活動や市民活動に対する支援

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満 わからない 不明・無回答

22.5 

4.0 

9.8 

5.4 

4.3 

7.4 

1.8 

50.7 

28.1 

44.6 

33.2 

37.6 

49.1 

22.1 

13.9 

13.5 

13.0 

30.1 

28.1 

12.6 

13.9 

6.2 

2.9 

3.8 

15.5 

10.3 

2.7 

4.4 

2.9 

44.0 

21.3 

10.1 

13.5 

21.7 

50.0 

3.8 

7.6 

7.4 

5.6 

6.3 

6.4 

7.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①ごみの処理（分別、収集回数）

②地球温暖化対策

③自然環境の豊かさと保全の取組み

④道路等の水はけ、冠水対策

⑤防犯や交通安全対策

⑥消防・防災体制

⑦消費者対策（相談体制等）

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満 わからない 不明・無回答
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【保健・医療・福祉】 

 保健・医療・福祉に対する満足度については、「①各種健診や相談等の保健事業、医療

体制」が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【産業】 

 産業に対する満足度については、「③食料品等の日常品の買い物の便利さ」が高く、「⑤

雇用機会の確保」で低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 産業 N=1,262 

問３ 保健・医療・福祉 N=1,262 

2.7 

0.5 

9.1 

3.7 

0.7 

18.9 

12.4 

40.6 

23.4 

6.7 

15.8 

19.3 

26.5 

24.6 

22.1 

6.4 

8.9 

15.8 

14.3 

16.7 

48.3 

49.9 

4.1 

26.5 

46.3 

8.0 

9.0 

3.9 

7.4 

7.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①農業の振興

（担い手育成、地産地消の推進等）

②商工業の振興（起業・創業支援等）

③食料品等の日常品の買い物の便利さ

④町の特性をいかした観光の振興

⑤雇用機会の確保

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満 わからない 不明・無回答

7.0 

3.5 

3.5 

4.0 

1.9 

3.0 

38.2 

25.0 

27.7 

23.9 

25.7 

28.8

22.9 

12.9 

17.4 

10.9 

14.2 

9.7

9.5 

5.2 

7.4 

3.6 

6.4 

2.2

17.3 

45.6 

38.3 

50.5 

44.9 

48.8

5.2 

7.8 

5.7 

7.2 

6.9 

7.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①各種健診や相談等の保健事業、医療体制

②子育て支援

（施設、子育て支援事業、経済的支援）

③高齢者福祉

（介護保険、保健福祉事業、いきがいづくり等）

④障がい者福祉

（障がい者福祉事業、社会参加・自立支援等）

⑤生活保護、国民健康保険等の社会保障

⑥ボランティア等の地域福祉活動

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満 わからない 不明・無回答
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【行財政運営】 

 行財政運営に対する満足度については、「⑥町職員の接客態度」が高く、「①自立した行

財政運営に向けた改革」で低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 行財政運営 N=1,262 

1.5 

2.3 

3.0 

2.4 

2.2 

12.3 

19.7 

25.4 

32.8 

25.9 

22.7 

47.8 

20.0 

23.3 

21.9 

19.0 

12.0 

13.0 

8.6 

10.9 

8.0 

7.1 

2.8 

7.6 

42.2 

29.7 

26.2 

36.5 

51.4 

13.5 

8.0 

8.4 

8.0 

9.1 

8.9 

5.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①自立した行財政運営に向けた改革

②先進性・独自性を持ったまちづくり

③行政からの情報提供（方法、内容）

④市民の意見の反映や市民参加機会の確保

⑤人権擁護、男女共同参画の取組み

⑥町職員の接客態度

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満 わからない 不明・無回答
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問４ あなたの公共施設の“利用頻度”と“満足度”についておたずね

します。次の施設について、お答え下さい。 
 

【スポーツ関連施設】 

 スポーツ関連施設の利用頻度については、①総合運動公園「ぐるる宮代」を利用したこ

とがある人が半数を超えており、満足度も高くなっています。 

 

利用頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満 足 度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ スポーツ関連施設 N=1,262 

問４ スポーツ関連施設 N=1,262 

5.9 

2.9 

2.1 

9.9 

10.9 

1.9 

40.2 

20.2 

14.6 

37.1 

58.5 

73.6 

6.9 

7.5 

7.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①総合運動公園「ぐるる宮代」

②はらっパーク宮代

③いきがい活動センター

（旧勤労者体育センター）

よく利用する ときどき利用する 過去に何度か利用した 利用したことがない 不明・無回答

10.4 

7.2 

3.0 

32.2 

18.1 

10.6 

8.7 

7.3 

4.2 

4.3 

2.7 

1.1 

36.4 

54.7 

71.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①総合運動公園「ぐるる宮代」

②はらっパーク宮代

③いきがい活動センター

（旧勤労者体育センター）

満足 やや満足 やや不満 不満 利用したことがないので分からない
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【生涯学習関連施設】 

 生涯学習関連施設の利用頻度については、「③新しい村」を利用したことがある人は７

割を超えており、満足度も高くなっています。 

 

利用頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満 足 度 

 

 

問４ 生涯学習関連施設 N=1,262 

問４ 生涯学習関連施設 N=1,262 

15.2 

0.6 

14.6 

6.2 

1.7 

4.3 

23.1 

2.9 

38.7 

22.4 

6.7 

11.1 

32.3 

28.7 

22.9 

42.3 

9.6 

31.8 

22.0 

58.9 

17.3 

21.7 

72.5 

44.9 

7.3 

8.9 

6.6 

7.4 

9.6 

7.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①図書館

②郷土資料館

③新しい村

④進修館

⑤市民活動スペース

⑥公民館

よく利用する ときどき利用する 過去に何度か利用した 利用したことがない 不明・無回答

21.4 

5.2 

15.1 

9.1 

2.9 

3.7 

37.6 

19.1 

41.1 

41.0 

10.2 

26.1 

8.2 

5.9 

13.4 

14.3 

3.8 

11.8 

2.2 

1.1 

3.7 

4.4 

1.0 

2.5 

21.1 

56.9 

16.8 

21.8 

70.8 

44.9 

9.5 

11.8 

9.9 

9.5 

11.3 

10.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①図書館

②郷土資料館

③新しい村

④進修館

⑤市民活動スペース

⑥公民館

満足 やや満足 やや不満 不満 利用したことがないので分からない 不明・無回答
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【福祉関連施設】 

 福祉関連施設の利用頻度については、「②保健センター」の利用頻度が全体の５割を超

え、満足度も高くなっています。 

 

利用頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満 足 度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ 福祉関連施設 N=1,262 

問４ 福祉関連施設 N=1,262 

6.7 

1.9 

2.8 

1.0 

13.2 

15.1 

7.0 

2.1 

18.0 

38.6 

28.6 

7.0 

55.2 

37.0 

54.0 

81.9 

6.9 

7.4 

7.7 

8.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①福祉医療センター「六花」

②保健センター

③ふれ愛センター

④陽だまりサロン

よく利用する ときどき利用する 過去に何度か利用した 利用したことがない 不明・無回答

7.9 

7.4 

4.8 

1.8 

18.0 

36.1 

22.3 

5.6 

8.0 

7.6 

6.9 

1.3 

3.2 

2.1 

2.9 

0.7 

54.4 

37.6 

53.3 

80.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①福祉医療センター「六花」

②保健センター

③ふれ愛センター

④陽だまりサロン

満足 やや満足 やや不満 不満 利用したことがないので分からない
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３．今後のまちづくりの基本的方向性について 

 

問５ 今後、人口減少・高齢化が進行していく中で、大規模な住宅地や

商業施設、工業団地等の都市開発のあり方についてどのように考

えますか。 
 

 今後の都市開発のあり方については、「開発は最小限にとどめ、既存施設の有効活用等

による持続可能なまちづくりを進める」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28.1 

56.9 

3.5 

3.2 

8.3 

0 10 20 30 40 50 60

開発を積極的に行うことで、

拡大成長型のまちづくりを進める

開発は最小限にとどめ、既存施設の有効活用

等による持続可能なまちづくりを進める

新たな開発は行わない

その他

不明・無回答

％

問5 都市開発のあり方 N=1,262
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■問５ 都市開発のあり方×問１ 住みやすさ 

 

 「住みやすい」と回答した人の６割が開発は最小限にとどめ、既存施設の有効活用等に

よる持続可能なまちづくりを望んでいます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22.8 

26.3

36.1

52.3

27.3

63.0 

61.4

48.7

22.7

52.7

4.3 

3.6

3.1

6.8

1.8

1.9 

2.5

5.8

6.8

5.5

8.0 

6.2

6.3

11.4

12.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大変住みやすい

(N=162)

どちらかといえば住みやすい

(N=754)

あまり住みよくない

(N=191)

住みにくい

(N=44)

わからない

(N=55)

開発を積極的に行うことで、拡大成長型のまちづくりを進める

開発は最小限にとどめ、既存施設の有効活用等による持続可能なまちづくりを進める

新たな開発は行わない

その他

不明・無回答
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■問５ 都市開発のあり方×問 15 年齢 

 

 年齢とのクロス集計結果を見ると、「開発は最小限にとどめ、既存施設の有効活用等に

よる持続可能なまちづくりを進める」は 50 歳代で約６割と最も高く、60 歳代以降で次第

に減少する傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27.9 

30.3 

29.9 

30.0 

27.1 

24.7 

25.6 

57.1 

56.4 

56.9 

60.5 

58.8 

52.9 

46.2 

5.9 

2.6 

2.9 

1.7 

3.9 

3.5 

4.1 

3.6 

5.8 

3.4 

2.1 

2.2 

2.6 

2.7 

7.2 

4.4 

4.3 

8.1 

16.7 

25.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代以下

（N=147）

30歳代

（N=195）

40歳代

（N=137）

50歳代

（N=233）

60歳代

（N=284）

70歳代以上

（N=227）

不明・無回答

（N=39）

開発を積極的に行うことで、拡大成長型のまちづくりを進める

開発は最小限にとどめ、既存施設の有効活用等による持続可能なまちづくりを進める

新たな開発は行わない

その他

不明・無回答
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■問５ 都市開発のあり方×問 17 職業 

 

 職業とのクロス集計結果を見ると、すべての職業で「開発は最小限にとどめ、既存施設

の有効活用等による持続可能なまちづくりを進める」が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30.0 

32.9

29.8

16.7 

32.4 

23.3

21.4

28.3 

28.2

23.0 

52.0 

60.4

55.5

56.7 

56.8 

53.3

60.7

59.5 

53.8

59.5 

12.0 

2.0

2.3

3.3 

5.4 

3.3

3.6

2.3 

2.6

5.8 

6.0 

1.3

3.2

3.3

3.6

4.0 

10.3

1.9 

3.4

9.2

23.3 

5.4 

16.7

10.7

5.8 

5.1

9.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学生

(N=50)

パート・アルバイト

(N=149)

専業主婦・主夫

(N=218)

農業

(N=30)

建設・製造業

(N=37)

商業（小売、飲食店等）

(N=30)

運輸・通信業

(N=28)

会社員、団体職員、公務員

(N=346)

自由業（医師、弁護士、

理美容師等） （N=39）

無職

(N=257)

開発を積極的に行うことで、拡大成長型のまちづくりを進める

開発は最小限にとどめ、既存施設の有効活用等による持続可能なまちづくりを進める

新たな開発は行わない

その他

不明・無回答
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問６ 宮代町を象徴する田んぼや畑、屋敷林、雑木林等の田園景観につ

いては、今後、農家の後継者不足等により、さらに減少していく

ことが見込まれます。こうした状況に、あなたはどのように対応

していくべきと思いますか。 

 

 田園景観減少への対応については、「行政と農家だけでなく、農家以外の人も農地保全

の取組みに参加する」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22.6 

60.1 

6.1 

3.6 

7.5 

0 10 20 30 40 50 60 70

行政と農家により、農地保全のための取組みを

推進する

行政と農家だけでなく、農家以外の人も

農地保全の取組みに参加する

農家自身の努力に任せておけばよい

その他

不明・無回答

％

問6 田園景観減少への対応 N=1,262
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■問６ 田園景観減少への対応×問１ 住みやすさ 

 

 住みやすさについての設問とのクロス集計結果を見ると、『住みやすい』と回答した人

で特に「行政と農家だけでなく、農家以外の人も農地保全の取組みに参加する」が高くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17.3 

22.7

27.2

29.5

16.4

64.2 

65.3

51.3

38.6

45.5

8.0 

3.8

9.9

9.1

20.0 

1.9 

2.8

6.3

13.6

3.6

8.6 

5.4

5.2

9.1

14.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大変住みやすい

(N=162)

どちらかといえば住みやすい

(N=754)

あまり住みよくない

(N=191)

住みにくい

(N=44)

わからない

(N=55)

行政と農家により、農地保全のための取組みを推進する

行政と農家だけでなく、農家以外の人も農地保全の取組みに参加する

農家自身の努力に任せておけばよい

その他

不明・無回答
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■問６ 田園景観減少への対応×問 11 「市民のまちづくり活動」への参加経験 

 

 「市民のまちづくり活動」への参加経験とのクロス集計結果を見ると、「参加したこと

がある」人で「行政と農家だけでなく、農家以外の人も農地保全の取組みに参加する」が

高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17.4

24.4

68.8

58.1

4.5

6.7

4.2

3.5

5.2

7.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

参加したことがある

（N=288）

参加したことはない

（N=999）

行政と農家により、農地保全のための取組みを推進する

行政と農家だけでなく、農家以外の人も農地保全の取組みに参加する

農家自身の努力に任せておけばよい

その他

不明・無回答
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■問６ 田園景観減少への対応×問 17 職業 

 

 職業とのクロス集計結果を見ると、農業では、「行政と農家により、農地保全のための

取組みを推進する」と「行政と農家だけでなく、農家以外の人も農地保全の取組みに参加

する」が同率となっています。 

 

 

 

 

 

24.0 

23.5 

21.1

36.7 

24.3 

16.7 

25.0 

25.1 

12.8

20.6

60.0 

64.4 

63.8

36.7 

67.6 

60.0 

57.1 

62.4 

61.5

56.4

12.0 

5.4 

5.5

10.0 

2.7 

3.3 

7.1 

4.9 

10.3

7.4

2.0 

4.0 

1.8

13.3 

3.6 

2.0 

10.3

5.1

2.0 

2.7 

7.8

16.7 

5.4 

6.7 

7.1 

5.5 

5.1

10.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学生

(N=50)

パート・アルバイト

(N=149)

専業主婦・主夫

(N=218)

農業

(N=30)

建設・製造業

(N=37)

商業（小売、飲食店等）

(N=30)

運輸・通信業

(N=28)

会社員、団体職員、公務員

(N=346)

自由業（医師、弁護士、

理美容師等） （N=39）

無職

(N=257)

行政と農家により、農地保全のための取組みを推進する

行政と農家だけでなく、農家以外の人も農地保全の取組みに参加する

農家自身の努力に任せておけばよい

その他

不明・無回答
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問７ 今後、町の魅力の向上やにぎわいの創出を図っていく上で、特に

重視あるいは活用すべきと思う資源（宮代町の特長・強み）は何

だと思いますか。（複数回答） 
 

 「東武動物公園」以外では、「新しい村」「新鮮で安全な農産物」「日本工業大学」が活

用すべき資源となっています。 

 

 

 
68.0 

36.1 

30.8 

29.7 

21.9 

18.9 

14.6 

10.5 

10.0 

9.6 

9.6 

9.5 

4.1 

3.9 

3.6 

2.0 

1.9 

1.6 

3.6 

1.5 

0 20 40 60 80

東武動物公園

新しい村

新鮮で安全な農産物

日本工業大学

進修館

桜並木（姫宮落沿いなど）

巨峰

古利根川などの河川・水路

田園景観

遊歩道（健康マッ歩、農の道）

町民まつり

市民によるさまざまな活動

山崎山の雑木林

みやしろイルミネーション

笠原小学校

郷土資料館

史跡・文化財

みやしろ餃子

その他

不明・無回答

％

問7 活用すべき資源 N=1,262
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■問７ 活用すべき資源×問 16 居住年数 

 

 居住年数とのクロス集計結果を見ると、居住年数の長短にかかわらず、「東武動物公園」

が高くなっていますが、居住年数が短い人ほどその割合が高いことが分かります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上段:件数

下段:％

24 76 19 7 36 4 0 9 5 17

25.3 80.0 20.0 7.4 37.9 4.2 0.0 9.5 5.3 17.9

21 54 12 3 29 6 2 10 7 8

30.9 79.4 17.6 4.4 42.6 8.8 2.9 14.7 10.3 11.8

44 142 46 9 75 11 8 12 22 28

22.8 73.6 23.8 4.7 38.9 5.7 4.1 6.2 11.4 14.5

272 563 190 26 309 96 42 90 95 179

31.5 65.2 22.0 3.0 35.8 11.1 4.9 10.4 11.0 20.7

上段:件数

下段:％

23 10 5 1 2 13 9 9 3 2

24.2 10.5 5.3 1.1 2.1 13.7 9.5 9.5 3.2 2.1

18 6 1 2 4 6 3 4 4 0

26.5 8.8 1.5 2.9 5.9 8.8 4.4 5.9 5.9 0.0

70 35 3 5 1 15 7 17 13 1

36.3 18.1 1.6 2.6 0.5 7.8 3.6 8.8 6.7 0.5

266 129 11 17 16 83 29 85 24 11

30.8 14.9 1.3 2.0 1.9 9.6 3.4 9.8 2.8 1.3

桜
並
木
（

姫
宮

落
沿
い
な
ど
）

新
鮮
で
安
全
な

農
産
物

巨
峰

み
や
し
ろ
餃
子

日
本
工
業
大
学

東
武
動
物
公
園

進
修
館

笠
原
小
学
校

新
し
い
村

遊
歩
道
（

健
康

マ
ッ

歩
、

農
の

道
）

史
跡
・
文
化
財

町
民
ま
つ
り

み
や
し
ろ
イ
ル

ミ
ネ
ー

シ
ョ

ン

市
民
に
よ
る
さ

ま
ざ
ま
な
活
動

そ
の
他

田
園
景
観

古
利
根
川
な
ど

の
河
川
・
水
路

山
崎
山
の
雑
木

林

５～９年
(N=68)

10～19年
(N=193)

20年以上
(N=864)

不
明
・
無
回
答

５年未満
(N=95)

５～９年
(N=68)

10～19年
(N=193)

20年以上
(N=864)

５年未満
(N=95)

郷
土
資
料
館
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問８ 今後の行政サービスのあり方についてどう思いますか。 

 

 今後の行政サービスのあり方については、「行政だけではなく、住民や市民団体も一定

の役割を果たすべきである」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■問８ 今後の行政サービスのあり方×問 11 「市民のまちづくり活動」への参加経験 

 

 「市民のまちづくり活動」への参加経験とのクロス集計結果を見ると、市民のまちづく

り活動への参加経験がある人はない人に比べて、「行政だけではなく、住民や市民団体も

一定の役割を果たすべきである」が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

31.4 

39.6 

20.6 

2.5 

1.4 

4.5 

0 10 20 30 40 50

行政は住民の要望に対して、

できる限りそれを実現するべきである

行政だけではなく、住民や市民団体も

一定の役割を果たすべきである

行政は専門知識や経験を持つ民間企業等に

一部の業務を委ねていくべきである

命や安全にかかわることだけ

行政が行うべきである

その他

不明・無回答

％

問8 今後の行政サービスのあり方 N=1,262

26.0 

32.8

45.5 

38.2

21.2 

21.1

1.7 

2.7

1.7 

1.3

3.8 

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

参加したことがある

(N=288)

参加したことはない

(N=999)

行政は住民の要望に対して、できる限りそれを実現するべきである

行政だけではなく、住民や市民団体も一定の役割を果たすべきである

行政は専門知識や経験を持つ民間企業等に一部の業務を委ねていくべきである

命や安全にかかわることだけ行政が行うべきである

その他

不明・無回答
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■問８ 今後の行政サービスのあり方×問 15 年齢 

 

 年齢とのクロス集計結果を見ると、30歳代で「行政は住民の要望に対してできる限りそ

れを実現するべきである」が４割近くと高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32.7 

38.5 

32.1 

24.5 

30.3 

31.7 

40.1 

33.8 

40.9 

42.9 

44.4 

36.6 

21.1 

19.5 

23.4 

27.5 

19.7 

14.5 

2.0 

2.6 

2.2 

2.6 

2.8 

2.2 

1.4 

2.6 

0.9 

0.7 

3.1 

2.7 

3.1 

1.5 

1.7 

2.1 

11.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代以下

（N=147）

30歳代

（N=195）

40歳代

（N=137）

50歳代

（N=233）

60歳代

（N=284）

70歳代以上

（N=227）

行政は住民の要望に対して、できる限りそれを実現するべきである

行政だけではなく、住民や市民団体も一定の役割を果たすべきである

行政は専門知識や経験を持つ民間企業等に一部の業務を委ねていくべきである

命や安全にかかわることだけ行政が行うべきである

その他

不明・無回答
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■問８ 今後の行政サービスのあり方×問 17 職業 

 

 職業とのクロス集計結果を見ると、専業主婦・主夫と建設・製造業を除く職業で「行政

だけではなく、住民や市民団体も一定の役割を果たすべきである」が高くなっています。 

 

 

 

 

34.0 

30.2 

38.5 

36.7 

32.4 

33.3 

32.1

26.9

30.8

32.3

46.0 

37.6 

33.0 

43.3 

24.3 

43.3 

32.1

45.7

38.5

41.2

14.0 

26.8 

20.6 

10.0 

27.0 

16.7 

28.6

23.1

23.1

15.6

2.0 

0.7 

1.8 

3.3 

10.8 

3.3 

3.6

1.4

2.6

3.5

2.0 

0.5 

2.7 

3.3 

3.6

1.2

1.6

2.0 

4.7 

5.5 

6.7 

2.7 

1.7

5.1

5.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学生

(N=50)

パート・アルバイト

(N=149)

専業主婦・主夫

(N=218)

農業

(N=30)

建設・製造業

(N=37)

商業（小売、飲食店等）

(N=30)

運輸・通信業

(N=28)

会社員、団体職員、公務員

(N=346)

自由業（医師、弁護士、

理美容師等） （N=39）

無職

(N=257)

行政は住民の要望に対して、できる限りそれを実現するべきである

行政だけではなく、住民や市民団体も一定の役割を果たすべきである

行政は専門知識や経験を持つ民間企業等に一部の業務を委ねていくべきである

命や安全にかかわることだけ行政が行うべきである

その他

不明・無回答
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■問８ 今後の行政サービスのあり方×問 18 通勤・通学場所 

 

 通勤・通学場所とのクロス集計結果を見ると、通勤・通学先が宮代町から離れるにつれ、

「行政は専門知識や経験を持つ民間企業等に一部の業務を委ねていくべきである」が高く

なる傾向があります。 

 

 

 

 

28.5

32.5 

26.4 

31.9

29.3 

44.6

38.6 

41.6 

42.3

44.0 

19.2

23.7 

25.4 

19.5

20.0 

3.1

2.0 

2.0 

2.3

1.3 

1.5

0.6 

2.0 

1.3

1.3 

3.1

2.6 

2.5 

2.7

4.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宮代町内

(N=130）

埼玉県内（宮代町以外)

（N=342）

東京都内

（N=197）

通勤・通学の必要がない

（N=298）

その他

（N=75）

行政は住民の要望に対して、できる限りそれを実現するべきである

行政だけではなく、住民や市民団体も一定の役割を果たすべきである

行政は専門知識や経験を持つ民間企業等に一部の業務を委ねていくべきである

命や安全にかかわることだけ行政が行うべきである

その他

不明・無回答
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問９ あなたは、宮代町が今後どのようなまちづくりを目指すべきだと

思いますか。（複数回答） 
 

 今後のまちづくりについては、「安心して老後を迎えられる福祉の充実したまち」、「安

心して子どもを育てられる子育て環境の整備されたまち」など、福祉分野が上位を占めて

います。 

 

 

 
59.7 

36.8 

32.3 

28.9 

19.3 

17.3 

15.1 

14.7 

13.5 

12.6 

10.9 

10.3 

9.0 

3.2 

2.9 

3.1 

1.5 

0 20 40 60 80

安心して老後を迎えられる福祉の充実したまち

安心して子どもを育てられる

子育て環境の整備されたまち

東武動物公園を中心としたレジャーのまち

田園風景の残る環境に恵まれたまち

近所の助け合いやボランティア活動、

地域活動などが活発な市民自治の進んだまち

進修館をシンボルとしてコミュニティの充実したまち

水と親しめる水辺づくりでうるおいのあるまち

市民農園など、土・自然と親しめるまち

大学を中心とした学園都市

大型店を中心としたにぎわいのあるまち

スポーツに親しみ健康づくりに力を入れるまち

巨峰をいかした特産のあるまち

いつでもどこでも誰でも学べる生涯学習のまち

ユニークな建物の建つ楽しいまち

高級マンション、住宅地で田園調布のようなまち

その他

不明・無回答

％

問9 今後のまちづくり N=1,262
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□問９ 今後のまちづくり 前回比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本設問は前回調査では２つまでの複数回答でしたが、今回は３つまでの複数回答となって  

 います。 

15.1

17.3

13.5

10.3

28.9

14.7

10.9

32.3

3.2

9.0

2.9

12.6

59.7

36.8

19.3

3.1

1.5

12.1

3.9

3.4

4.1

27.8

6.4

6.5

4.6

2.0

9.4

2.1

15.1

54.5

22.9

14.8

2.4

2.1

0 20 40 60 80

水と親しめる水辺づくりでうるおいのあるまち

進修館をシンボルとしてコミュニティの充実したまち

大学を中心とした学園都市

巨峰をいかした特産のあるまち

田園風景の残る環境に恵まれたまち

市民農園など、土・自然と親しめるまち

スポーツに親しみ健康づくりに力を入れるまち

東武動物公園を中心としたレジャーのまち

ユニークな建物の建つ楽しいまち

いつでもどこでも誰でも学べる生涯学習のまち

高級マンション、住宅地で田園調布のようなまち

大型店を中心としたにぎわいのあるまち

安心して老後を迎えられる福祉の充実したまち

安心して子どもを育てられる子育て環境の整備されたまち

近所の助け合いやボランティア活動、地域活動などが

活発な市民自治の進んだまち

その他

不明・無回答

今回

（N=1,262）

前回

（N=935）

％
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■問９ 今後のまちづくり×問 15 年齢 

 

 年齢とのクロス集計結果を見ると、40歳代以下で「安心して子どもを育てられる子育て

環境の整備されたまち」が高く、50 歳代以上で「安心して老後を迎えられる福祉の充実し

たまち」が高くなっています。 

 

 
上段:件数

下段:％

18 23 17 14 62 22 21 63 8

12.2 15.6 11.6 9.5 42.2 15.0 14.3 42.9 5.4

31 33 18 22 44 32 11 79 13

15.9 16.9 9.2 11.3 22.6 16.4 5.6 40.5 6.7

13 30 17 15 37 25 10 46 7

9.5 21.9 12.4 10.9 27.0 18.2 7.3 33.6 5.1

33 30 28 32 70 51 26 76 4

14.2 12.9 12.0 13.7 30.0 21.9 11.2 32.6 1.7

52 41 47 21 93 31 33 68 5

18.3 14.4 16.5 7.4 32.7 10.9 11.6 23.9 1.8

33 55 41 22 54 21 31 65 3

14.5 24.2 18.1 9.7 23.8 9.3 13.7 28.6 1.3

上段:件数

下段:％

16 3 24 47 73 22 3 1

10.9 2.0 16.3 32.0 49.7 15.0 2.0 0.7

13 7 35 94 100 19 10 4

6.7 3.6 17.9 48.2 51.3 9.7 5.1 2.1

14 2 18 67 71 24 8 1

10.2 1.5 13.1 48.9 51.8 17.5 5.8 0.7

27 8 28 150 78 40 9 1

11.6 3.4 12.0 64.4 33.5 17.2 3.9 0.4

21 11 28 218 86 68 5 0

7.4 3.9 9.9 76.8 30.3 23.9 1.8 0.0

18 6 23 158 46 61 2 6

7.9 2.6 10.1 69.6 20.3 26.9 0.9 2.6

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

20歳代以下
（N=147）

30歳代
（N=195）

40歳代
（N=137）

50歳代
（N=233）

60歳代
（N=284）

70歳代以上
（N=227)

　
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
み
健
康

　
づ
く
り
に
力
を
入
れ
る
ま
ち

　
東
武
動
物
公
園
を
中
心

　
と
し
た
レ
ジ
ャ
ー

の
ま
ち

　
ユ
ニ
ー

ク
な
建
物
の
建
つ

　
楽
し
い
ま
ち

　
巨
峰
を
い
か
し
た
特
産
の

　
あ
る
ま
ち

　
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
で
も

　
学
べ
る
生
涯
学
習
の
ま
ち

　
高
級
マ
ン
シ
ョ

ン
、

住
宅
地

　
で
田
園
調
布
の
よ
う
な
ま
ち

　
大
型
店
を
中
心
と
し
た

　
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち

　
水
と
親
し
め
る
水
辺
づ
く
り

　
で
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち

　
進
修
館
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

　
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

の
充
実
し
た

　
ま
ち

　
安
心
し
て
子
ど
も
を
育
て
ら

　
れ
る
子
育
て
環
境
の

　
整
備
さ
れ
た
ま
ち

　
市
民
農
園
な
ど
、

土
・
自
然

　
と
親
し
め
る
ま
ち

20歳代以下
（N=147）

30歳代
（N=195）

40歳代
（N=137）

50歳代
（N=233）

　
近
所
の
助
け
合
い
や

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、

地
域

　
活
動
な
ど
が
活
発
な
市
民

　
自
治
の
進
ん
だ
ま
ち

　
安
心
し
て
老
後
を
迎
え
ら

　
れ
る
福
祉
の
充
実
し
た
ま
ち

　
大
学
を
中
心
と
し
た

　
学
園
都
市

60歳代
（N=284）

70歳代以上
（N=227)

　
田
園
風
景
の
残
る
環
境
に

　
恵
ま
れ
た
ま
ち
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■問９ 今後のまちづくり×問 17 職業 

 

 職業とのクロス集計結果を見ると、多くの職業で「安心して老後を迎えられる福祉の充

実したまち」が高くなっています。 

 

上段:件数

下段:％

6 9 9 11 16 5 8 25 4

12.0 18.0 18.0 22.0 32.0 10.0 16.0 50.0 8.0

18 33 16 15 47 25 11 52 3

12.1 22.1 10.7 10.1 31.5 16.8 7.4 34.9 2.0

21 32 24 28 67 24 15 52 2

9.6 14.7 11.0 12.8 30.7 11.0 6.9 23.9 0.9

6 10 3 4 7 5 2 6 0

20.0 33.3 10.0 13.3 23.3 16.7 6.7 20.0 0.0

8 6 3 4 7 5 1 15 2

21.6 16.2 8.1 10.8 18.9 13.5 2.7 40.5 5.4

3 6 6 2 7 3 7 9 0

10.0 20.0 20.0 6.7 23.3 10.0 23.3 30.0 0.0

8 3 0 3 5 7 3 13 3

28.6 10.7 0.0 10.7 17.9 25.0 10.7 46.4 10.7

56 56 42 36 107 70 35 129 15

16.2 16.2 12.1 10.4 30.9 20.2 10.1 37.3 4.3

7 5 9 0 11 1 7 11 4

17.9 12.8 23.1 0.0 28.2 2.6 17.9 28.2 10.3

44 50 47 21 73 35 37 72 4

17.1 19.5 18.3 8.2 28.4 13.6 14.4 28.0 1.6

上段:件数

下段:％

5 2 9 15 18 6 1 0

10.0 4.0 18.0 30.0 36.0 12.0 2.0 0.0

12 3 25 87 69 23 3 1

8.1 2.0 16.8 58.4 46.3 15.4 2.0 0.7

20 5 24 166 98 46 6 3

9.2 2.3 11.0 76.1 45.0 21.1 2.8 1.4

0 0 4 22 5 7 1 2

0.0 0.0 13.3 73.3 16.7 23.3 3.3 6.7

2 1 2 25 14 6 0 0

5.4 2.7 5.4 67.6 37.8 16.2 0.0 0.0

4 2 1 14 12 7 2 0

13.3 6.7 3.3 46.7 40.0 23.3 6.7 0.0

0 0 7 10 12 6 1 0

0.0 0.0 25.0 35.7 42.9 21.4 3.6 0.0

36 12 45 174 138 53 16 2

10.4 3.5 13.0 50.3 39.9 15.3 4.6 0.6

4 1 1 22 16 9 3 2

10.3 2.6 2.6 56.4 41.0 23.1 7.7 5.1

22 9 34 175 58 65 3 2

8.6 3.5 13.2 68.1 22.6 25.3 1.2 0.8

　
大
学
を
中
心
と
し
た

　
学
園
都
市

運輸・通信業
(N=28)

会社員、団体職員、公務員
(N=346)

自由業（医師、弁護士、理美
容師等） (N=39)

無職
(N=257)

学生
(N=50)

パート・アルバイト
(N=149)

専業主婦・主夫
(N=218)

農業
(N=30)

建設・製造業
(N=37)

商業（小売、飲食店等）
(N=30)

　
東
武
動
物
公
園
を
中
心

　
と
し
た
レ
ジ
ャ
ー

の
ま
ち

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
で

も
学
べ
る
生
涯
学
習
の

ま
ち

高
級
マ
ン
シ
ョ

ン
、

住
宅
地
で
田
園
調
布
の

よ
う
な
ま
ち

大
型
店
を
中
心
と
し
た

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち

安
心
し
て
老
後
を
迎
え
ら

れ
る
福
祉
の
充
実
し
た

ま
ち

農業
(N=30)

建設・製造業
(N=37)

商業（小売、飲食店等）
(N=30)

運輸・通信業
(N=28)

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

学生
(N=50)

パート・アルバイト
(N=149)

専業主婦・主夫
(N=218)

自由業（医師、弁護士、理美
容師等） (N=39)

無職
(N=257)

会社員、団体職員、公務員
(N=346)

　
ユ
ニ
ー

ク
な
建
物
の
建
つ

　
楽
し
い
ま
ち

　
水
と
親
し
め
る
水
辺
づ
く
り

　
で
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち

　
水
と
親
し
め
る
水
辺
づ
く
り

　
で
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち

　
進
修
館
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

　
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

の
充
実
し
た

　
ま
ち

安
心
し
て
子
ど
も
を
育
て

ら
れ
る
子
育
て
環
境
の

整
備
さ
れ
た
ま
ち

近
所
の
助
け
合
い
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、

地
域
活
動
な
ど
が
活
発
な

市
民
自
治
の
進
ん
だ
ま
ち

　
巨
峰
を
い
か
し
た
特
産
の

　
あ
る
ま
ち

　
田
園
風
景
の
残
る
環
境
に

　
恵
ま
れ
た
ま
ち

　
市
民
農
園
な
ど
、

　
土
・
自
然
と
親
し
め
る
ま
ち

　
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
み
健
康

　
づ
く
り
に
力
を
入
れ
る
ま
ち
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■問９ 今後のまちづくり×問 19 家族構成 

 

 家族構成とのクロス集計結果を見ると、すべての家族構成で「安心して老後を迎えられ

る福祉の充実したまち」が５割以上と高くなっていますが、「二世代同居」や「三世代同

居」では「安心して子どもを育てられる子育て環境の整備されたまち」を４割以上が選ん

でいます。 

 

 
上段:件数

下段:％

17 19 15 8 27 14 6 32 0

20.5 22.9 18.1 9.6 32.5 16.9 7.2 38.6 0.0

61 41 57 21 80 38 43 94 5

19.9 13.4 18.6 6.9 26.1 12.4 14.1 30.7 1.6

86 106 78 74 204 95 65 221 28

13.1 16.1 11.8 11.2 31.0 14.4 9.9 33.5 4.2

8 33 12 19 33 21 13 36 4

6.7 27.5 10.0 15.8 27.5 17.5 10.8 30.0 3.3

7 12 6 4 13 13 5 12 2

14.3 24.5 12.2 8.2 26.5 26.5 10.2 24.5 4.1

上段:件数

下段:％

7 2 8 49 19 14 5 0

8.4 2.4 9.6 59.0 22.9 16.9 6.0 0.0

33 14 36 207 86 73 9 2

10.8 4.6 11.8 67.6 28.1 23.9 2.9 0.7

51 18 96 382 278 109 21 10

7.7 2.7 14.6 58.0 42.2 16.5 3.2 1.5

13 1 10 66 52 26 1 1

10.8 0.8 8.3 55.0 43.3 21.7 0.8 0.8

5 1 6 25 16 12 1 1

10.2 2.0 12.2 51.0 32.7 24.5 2.0 2.0

　
ユ
ニ
ー

ク
な
建
物
の
建
つ

　
楽
し
い
ま
ち

　
東
武
動
物
公
園
を
中
心
と
し
た

　
レ
ジ
ャ
ー

の
ま
ち

一人暮らし
(N=83)

夫婦二人暮らし
(N=306)

　
田
園
風
景
の
残
る
環
境
に

　
恵
ま
れ
た
ま
ち

　
水
と
親
し
め
る
水
辺
づ
く
り
で

　
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち

　
進
修
館
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

　
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

の
充
実
し
た
ま
ち

　
大
学
を
中
心
と
し
た
学
園
都
市

　
巨
峰
を
い
か
し
た
特
産
の
あ
る

　
ま
ち

　
市
民
農
園
な
ど
、

土
・
自
然
と

　
親
し
め
る
ま
ち

　
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
み
健
康

　
づ
く
り
に
力
を
入
れ
る
ま
ち

大
型
店
を
中
心
と
し
た
に
ぎ

わ
い
の
あ
る
ま
ち

安
心
し
て
老
後
を
迎
え
ら
れ

る
福
祉
の
充
実
し
た
ま
ち

安
心
し
て
子
ど
も
を
育
て
ら

れ
る
子
育
て
環
境
の
整
備
さ

れ
た
ま
ち

夫婦二人暮らし
(N=306)

二世代同居（親と子、祖父
母と孫等） (N=659)

三世代同居（親と子と孫
等） (N=120)

二世代同居（親と子、祖父
母と孫等） (N=659)

三世代同居（親と子と孫
等） (N=120)

その他
(N=49)

その他
(N=49)

不
明
・
無
回
答

一人暮らし
(N=83)

近
所
の
助
け
合
い
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
活
動
、

地
域
活
動
な

ど
が
活
発
な
市
民
自
治
の
進

ん
だ
ま
ち

そ
の
他

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
で
も

学
べ
る
生
涯
学
習
の
ま
ち

高
級
マ
ン
シ
ョ

ン
、

住
宅
地

で
田
園
調
布
の
よ
う
な
ま
ち
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４．今後のまちづくりの重点課題について 

問 10 今後のまちづくりを進めていく上で、次に掲げる項目（行政課題）

のうち、重点的に取組む必要があると思うものを選んでください。

（複数回答） 

 

 今後の重点課題については、「高齢者福祉」が特に高く、次いで「道路の整備」「各種健

診や相談等の保健事業、医療体制」「子育て支援」が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

48.8 

27.7 

25.9 

24.9 

24.0 

21.7 

21.4 

19.5 

19.1 

18.8 

16.6 

15.6 

14.5 

14.1 

14.0 

13.2 

12.7 

12.6 

10.2 

9.9 

9.7 

9.4 

9.1 

8.4 

8.1 

7.9 

7.7 

7.4 

7.2 

5.5 

5.5 

5.4 

5.3 

4.7 

4.3 

4.0 

2.4 

1.0 

3.6 

0 10 20 30 40 50 60

高齢者福祉（介護保険、保健福祉事業、いきがいづくり等）

道路の整備（他の自治体につながる幹線道路）

各種健診や相談等の保健事業、医療体制

子育て支援（施設、子育て支援事業、経済的支援）

食料品等の日常品の買い物の便利さ

防犯や交通安全対策

道路の整備（居住地周辺の生活道路）

自然環境の豊かさと保全の取組み

農業の振興（担い手育成、地産地消の推進等）

小中学校等の教育環境（教育内容・施設）

先進性・独自性を持ったまちづくり

自立した行財政運営に向けた改革

道路等の水はけ、冠水対策

市街地の街並み・景観の美しさ・快適性

鉄道の駅施設・運行ダイヤ

町の特性をいかした観光の振興

公園・遊歩道の整備（配置、設備）

ごみの処理（分別、収集回数）

商工業の振興（起業・創業支援等）

下水道等の生活排水処理対策

雇用機会の確保

上水道（供給の安定性、おいしさ）

町内循環バスの路線網・便数

地球温暖化対策

地区、自治会等の活動や近所づきあい

生活保護、国民健康保険等の社会保障

市民の意見の反映や市民参加機会の確保

生涯学習（講座、教室等）の機会・内容

障がい者福祉（障がい者福祉事業、社会参加・自立支援等）

行政からの情報提供（方法、内容）

町職員の接客態度

地区、自治会活動や市民活動に対する支援

市民の生涯学習活動や市民活動に関する情報

住宅地の整備

消防・防災体制

ボランティア等の地域福祉活動

消費者対策（相談体制等）

人権擁護、男女共同参画の取組み

不明・無回答

％

問10 重点課題 N=1,262
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【ポートフォリオ分析について】 

 

「満足度」、「重要度」それぞれの回答を点数化し、平均値を用いて４つに分類しました。 

 

 

 

 

 

タイプ１ 

 

 

タイプ２ 

 

 

 

タイプ３ 

 

 

 

タイプ４ 

 

 

 

 

タイプ１：満足度が高く、重要度は低くなっています。施策の充実により満足度の上昇及び

重要度の減少が見られるタイプです。 

 

タイプ２：満足度が高く、重要度も高くなっています。事業の継続実施が必要なタイプです。 

 

タイプ３：満足度が低く、重要度も低くなっています。認知度の不足などによる満足度及び

重要度の減少が見られるタイプです。 

 

タイプ４：満足度が低く、重要度は高くなっています。今後、重要施策として検証が必要な

タイプです。 

 

 

※「重要度」については、回答１件につき１点とカウントし、それぞれの回答数から点数

化を行い、10 点満点で点数化しています。 

※「満足度」については、「満足」：４点、「どちらかといえば満足」：３点、「どちらかといえ

ば不満」：２点、「不満」：１点とし、それぞれの回答数から点数化を行い、補正係数として、

2.5 倍し、10 点満点で点数化しています。 

平均値

6.6％ 

平均値

9.6％ 

重要度 

満
足
度 

低

低

高

高
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タイプ１ タイプ２ タイプ３ タイプ４ 

５.上水道（供給の安定性、お

いしさ） 
３.鉄道の駅施設・運行ダイヤ 

４.町内循環バスの路線網・便

数 

１.道路の整備（他の自治体に

つながる幹線道路） 

６.下水道等の生活排水処理

対策 

12.自然環境の豊かさと保全

の取組み 

７.公園・遊歩道の整備（配置、

設備） 

２.道路の整備（居住地周辺の

生活道路） 

10.ごみの処理（分別、収集回

数） 

17.小中学校等の教育環境（教

育内容・施設） 
９.住宅地の整備 

８.市街地の街並み・景観の美

しさ・快適性 

11.地球温暖化対策 
22.各種健診や相談等の保健

事業、医療体制 
16.消費者対策（相談体制等） 13.道路等の水はけ、冠水対策 

15.消防・防災体制 
23.子育て支援（施設、子育て

支援事業、経済的支援） 

26.生活保護、国民健康保険等

の社会保障 
14.防犯や交通安全対策 

18.生涯学習（講座、教室等）

の機会・内容 
 

29.商工業の振興（起業・創業

支援等） 

24.高齢者福祉（介護保険、保

健福祉事業、いきがいづく

り等） 

19.市民の生涯学習活動や市

民活動に関する情報 
 32.雇用機会の確保 

28.農業の振興（担い手育成、

地産地消の推進等） 

20.地区、自治会等の活動や近

所づきあい 
 

35.行政からの情報提供（方

法、内容） 

30.食料品等の日常品の買い

物の便利さ 

21.地区、自治会活動や市民活

動に対する支援 
 

36.市民の意見の反映や市民

参加機会の確保 

31.町の特性をいかした観光

の振興 

25.障がい者福祉（障がい者福

祉事業、社会参加・自立支

援等） 

  
33.自立した行財政運営に向

けた改革 

27.ボランティア等の地域福

祉活動 
  

34.先進性・独自性を持ったま

ちづくり 

37.人権擁護、男女共同参画の

取組み 
   

38.町職員の接客態度    

1
2

3

4

5

6

7 8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19 20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33
34

35 36

37

38

4.0 

4.5 

5.0 

5.5 

6.0 

6.5 

7.0 

7.5 

8.0 

0.0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 6.0 

重要度

満
足
度

低 高

低

高

タイプ３

タイプ１ タイプ２

満足度の平均

重要度の平均

タイプ４
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５．市民のまちづくりへの参加と町からの情報提供について 

 

問 11 あなたは、これまで「市民のまちづくり活動」に参加したことが

ありますか。 
 

 「市民のまちづくり活動」への参加経験については、「参加したことがある」が２割強

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加したこ

とがある

22.8%

参加したこ

とはない

74.4%

不明・無回

答

2.8%

問11 「市民のまちづくり活動」への参加経験

N=1,262
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■問 11 「市民のまちづくり活動」への参加経験×問 15 年齢 

 

 年齢とのクロス集計結果を見ると、年代が高まるにつれ、参加経験も高くなっています。 

 

 

 9.5 

11.3 

21.2

26.6

29.6

29.1

89.8 

87.7 

78.1

71.2

69.4

63.9

0.7 

1.0 

0.7

2.1

1.1

7.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代以下

（N=147）

30歳代

（N=195）

40歳代

（N=137）

50歳代

（N=233）

60歳代

（N=284）

70歳代以上

（N=227）

参加したことがある 参加したことはない 不明・無回答
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■問 11 「市民のまちづくり活動」への参加経験×問 16 居住年数 

 

 居住年数とのクロス集計結果を見ると、居住年数が増えるほど「参加したことがある」

が高くなっています。 

 

 

 

 

6.3 

19.1 

22.8 

24.7

93.7 

79.4 

75.6 

72.7

1.5 

1.6 

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

５年未満

(N=95)

５～９年

(N=68)

10～19年

(N=193)

20年以上

(N=864)

参加したことがある 参加したことはない 不明・無回答
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■問 11 「市民のまちづくり活動」への参加経験×問 17 職業 

 

 職業とのクロス集計結果を見ると、「商業（小売、飲食店等）」で参加経験のある人が４

割を占めて、他の職業よりも高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.0 

26.2

25.7 

10.0 

24.3 

40.0 

10.7 

17.1

30.8

25.3

90.0 

70.5

72.0 

83.3 

75.7 

60.0 

89.3 

81.5

66.7

72.4

3.4

2.3 

6.7 

1.4

2.6

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学生

(N=50)

パート・アルバイト

(N=149)

専業主婦・主夫

(N=218)

農業

(N=30)

建設・製造業

(N=37)

商業（小売、飲食店等）

(N=30)

運輸・通信業

(N=28)

会社員、団体職員、公務員

(N=346)

自由業（医師、弁護士、

理美容師等） （N=39）

無職

(N=257)

参加したことがある 参加したことはない 不明・無回答
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■問 11 「市民のまちづくり活動」への参加経験×問 18 通勤・通学場所 

 

 通勤・通学場所とのクロス集計結果を見ると、「宮代町内」に通勤・通学している人が

他の地域に通勤・通学している人よりも１割程度「参加したことがある」が高くなってい

ます。 

 

 
33.1

19.9

19.9

23.2

24.0 

63.8

78.4

78.4

75.5

74.7

3.1

1.8

1.8

1.3

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宮代町内

(N=130）

埼玉県内（宮代町以外)

（N=342）

東京都内

（N=197）

通勤・通学の必要がない

（N=298）

その他

（N=75）

参加したことがある 参加したことはない 不明・無回答
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問 12 あなたは、今後の「市民のまちづくり活動」への参加についてど

のようにお考えですか。 
 

 今後の「市民のまちづくり活動」への参加意向については、８割近くが参加の意向を示

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■問 12 「市民のまちづくり活動」への参加意向×問 11 参加経験 

 

 「市民のまちづくり活動」への参加経験とのクロス集計結果を見ると、参加経験がない

人でも７割以上が参加意向を示しています。 

 

 

16.5 

60.3 

10.7 

2.7 

5.5 

4.3 

0 10 20 30 40 50 60 70

機会があれば積極的に参加したい

わずらわしくない・負担にならない

程度に参加したい

熱心な人だけが参加すればよい

まちづくりは行政がやることなので

参加する必要はない

その他

不明・無回答

％

問12 「市民のまちづくり活動」への今後の参加 N=1,262

27.1

13.5

65.3

60.6

4.9

12.9

0.3

3.4

2.1

6.8

0.3

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

参加したことがある

(N=288)

参加したことはない

(N=939)

機会があれば積極的に参加したい

わずらわしくない・負担にならない程度に参加したい

熱心な人だけが参加すればよい

まちづくりは行政がやることなので参加する必要はない

その他

不明・無回答
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■問 12 「市民のまちづくり活動」への参加意向×問 15 年齢 

 

 年齢とのクロス集計結果を見ると、『参加したい』は、40～60 歳代で高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.9 

9.2 

16.1 

14.6 

20.4 

20.7 

59.2 

57.9 

64.2 

68.7 

65.1 

48.5 

17.7 

19.5 

13.9 

6.0 

7.4 

6.6 

2.7 

3.6 

0.7 

3.9 

1.4 

3.5 

4.8 

6.7 

4.4 

3.0 

3.2 

11.0 

2.7 

3.1 

0.7 

3.9 

2.5 

9.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代以下

（N=147）

30歳代

（N=195）

40歳代

（N=137）

50歳代

（N=233）

60歳代

（N=284）

70歳代以上

（N=227）

機会があれば積極的に参加したい

わずらわしくない・負担にならない程度に参加したい

熱心な人だけが参加すればよい

まちづくりは行政がやることなので参加する必要はない

その他

不明・無回答
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■問 12 「市民のまちづくり活動」への参加意向×問 16 居住年数 

 

 居住年数とのクロス集計結果を見ると、居住年数が長くなるにつれて参加したい割合が

増加する傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上段:件数

下段:％

14 58 15 4 3 1

14.7 61.1 15.8 4.2 3.2 1.1

9 37 10 1 7 4

13.2 54.4 14.7 1.5 10.3 5.9

22 123 26 7 11 4

11.4 63.7 13.5 3.6 5.7 2.1

153 525 80 21 46 39

17.7 60.8 9.3 2.4 5.3 4.5

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

５年未満
（N=95）

５～９年
（N=68）

10～19年
（N=193）

20年以上
（N=864）

　
機
会
が
あ
れ
ば
積
極
的
に

　
参
加
し
た
い

　
わ
ず
ら
わ
し
く
な
い
・

　
負
担
に
な
ら
な
い
程
度
に

　
参
加
し
た
い

　
熱
心
な
人
だ
け
が

　
参
加
す
れ
ば
よ
い

　
ま
ち
づ
く
り
は
行
政

　
が
や
る
こ
と
な
の
で

　
参
加
す
る
必
要
は
な
い
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■問 12 「市民のまちづくり活動」への参加意向×問 17 職業 

 

 職業とのクロス集計結果を見ると、すべての職業で参加したい割合が高くなっていま

す。 

 

 

上段:件数

下段:％

7 31 9 1 2 0

14.0 62.0 18.0 2.0 4.0 0.0

20 92 15 8 9 5

13.4 61.7 10.1 5.4 6.0 3.4

25 149 21 4 11 8

11.5 68.3 9.6 1.8 5.0 3.7

2 16 5 2 1 4

6.7 53.3 16.7 6.7 3.3 13.3

8 22 5 1 0 1

21.6 59.5 13.5 2.7 0.0 2.7

9 17 2 0 2 0

30.0 56.7 6.7 0.0 6.7 0.0

2 20 2 0 3 1

7.1 71.4 7.1 0.0 10.7 3.6

55 220 39 7 14 11

15.9 63.6 11.3 2.0 4.0 3.2

10 22 3 1 1 2

25.6 56.4 7.7 2.6 2.6 5.1

53 136 29 6 21 12

20.6 52.9 11.3 2.3 8.2 4.7

運輸・通信業
(N=28)

会社員、団体職員、公務員
(N=346)

自由業（医師、弁護士、理美容師等）
(N=39)

無職
(N=257)

学生
(N=50)

パート・アルバイト
(N=149)

専業主婦・主夫
(N=218)

農業
(N=30)

建設・製造業
(N=37)

商業（小売、飲食店等）
(N=30)

　
わ
ず
ら
わ
し
く
な
い
・

　
負
担
に
な
ら
な
い
程
度
に

　
参
加
し
た
い

　
熱
心
な
人
だ
け
が

　
参
加
す
れ
ば
よ
い

　
ま
ち
づ
く
り
は
行
政
が

　
や
る
こ
と
な
の
で

　
参
加
す
る
必
要
は
な
い

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

　
機
会
が
あ
れ
ば
積
極
的
に

　
参
加
し
た
い
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■問 12 「市民のまちづくり活動」への参加意向×問 18 通勤・通学場所 

 

 通勤・通学場所とのクロス集計結果を見ると、通勤・通学場所にかかわらず、参加意向

が高くなっています。 

 

上段:件数

下段:％

24 83 10 4 5 4

18.5 63.8 7.7 3.1 3.8 3.1

62 201 40 11 18 10

18.1 58.8 11.7 3.2 5.3 2.9

22 129 25 6 8 7

11.2 65.5 12.7 3.0 4.1 3.6

37 190 36 8 21 6

12.4 63.8 12.1 2.7 7.0 2.0

10 52 4 2 4 3

13.3 69.3 5.3 2.7 5.3 4.0

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

宮代町内
（N=130）

埼玉県内（宮代町以外)
（N=342）

東京都内
（N=197）

通勤・通学の必要がない
（N=298）

その他
（N=75）

　
機
会
が
あ
れ
ば
積
極
的

　
に
参
加
し
た
い

　
わ
ず
ら
わ
し
く
な
い
・

　
負
担
に
な
ら
な
い
程
度

　
に
参
加
し
た
い

　
熱
心
な
人
だ
け
が
参
加

　
す
れ
ば
よ
い

　
ま
ち
づ
く
り
は
行
政

　
が
や
る
こ
と
な
の
で

　
参
加
す
る
必
要
は
な
い
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問 13 あなたは、宮代町に関する情報を主にどこから得ていますか。 

   （複数回答） 
 

情報の入手先については、「広報みやしろ」が約９割を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

■問 13 情報入手先×問 15 年齢 

 

 年齢とのクロス集計結果を見ると、「広報みやしろ」は年齢が上がるとともに増加し、

反対に「町ホームページ」は減少していることが分かります。 

 

 

 
上段:件数

下段:％

115 18 29 3 41 16 19 13 2

78.2 12.2 19.7 2.0 27.9 10.9 12.9 8.8 1.4

169 33 39 1 51 15 10 11 4

86.7 16.9 20.0 0.5 26.2 7.7 5.1 5.6 2.1

129 34 20 2 49 13 1 6 2

94.2 24.8 14.6 1.5 35.8 9.5 0.7 4.4 1.5

211 62 27 12 70 26 9 7 6

90.6 26.6 11.6 5.2 30.0 11.2 3.9 3.0 2.6

272 87 14 7 100 31 1 5 2

95.8 30.6 4.9 2.5 35.2 10.9 0.4 1.8 0.7

207 63 5 7 61 24 3 2 9

91.2 27.8 2.2 3.1 26.9 10.6 1.3 0.9 4.0

70歳代以上
（N=227)

　
町
に
関
す
る
情
報

　
に
は
興
味
が
な
い

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

20歳代以下
（N=147）

広
報
み
や
し
ろ

町
議
会
だ
よ
り

町
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

　
町
の
窓
口
や
担
当
課

　
へ
の
問
い
合
わ
せ

　
地
区
や
自
治
会
の

　
掲
示
板
、

回
覧
板

　
新
聞
の
地
域
版
、

　
ミ
ニ
コ
ミ
誌

30歳代
（N=195）

40歳代
（N=137）

50歳代
（N=233）

60歳代
（N=284）

89.9 

24.2 

10.8 

2.9 

30.2 

10.0 

3.5 

3.6 

2.5 

0 20 40 60 80 100

広報みやしろ

町議会だより

町ホームページ

町の窓口や担当課への問い合わせ

地区や自治会の掲示板、回覧板

新聞の地域版、ミニコミ誌

町に関する情報には興味がない

その他

不明・無回答

％

問13 情報入手先 N=1,262
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■問 13 情報入手先×問 16 居住年数 

 

居住年数とのクロス集計結果を見ると、「町ホームページ」は居住年数が短い人ほど高く

なる傾向があります。 

 

 

上段:件数

下段:％

75 16 22 5 27 9 8 2 1

78.9 16.8 23.2 5.3 28.4 9.5 8.4 2.1 1.1

57 10 9 0 22 6 2 4 1

83.8 14.7 13.2 0.0 32.4 8.8 2.9 5.9 1.5

174 37 24 6 69 20 10 6 3

90.2 19.2 12.4 3.1 35.8 10.4 5.2 3.1 1.6

795 232 78 21 253 90 23 32 20

92.0 26.9 9.0 2.4 29.3 10.4 2.7 3.7 2.3

５～９年
（N=68）

10～19年
（N=193）

20年以上
（N=864）

広
報
み
や
し
ろ

町
議
会
だ
よ
り

町
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

　
地
区
や
自
治
会
の

　
掲
示
板
、

回
覧
板

　
新
聞
の
地
域
版
、

　
ミ
ニ
コ
ミ
誌

　
町
に
関
す
る
情
報
に
は

　
興
味
が
な
い

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

５年未満
（N=95）

　
町
の
窓
口
や
担
当
課
へ
の

　
問
い
合
わ
せ
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■問 13 情報入手先×問 17 職業 

 

職業とのクロス集計結果を見ると、すべての職業で「広報みやしろ」が特に高くなって

います。また、学生では「地区や自治会の掲示板」や「町のホームページ」から情報を入

手している人が多いことが分かります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上段:件数

下段:％

36 5 11 1 18 6 8 3 0

72.0 10.0 22.0 2.0 36.0 12.0 16.0 6.0 0.0

132 34 16 4 49 18 4 6 4

88.6 22.8 10.7 2.7 32.9 12.1 2.7 4.0 2.7

207 55 12 6 78 23 4 3 5

95.0 25.2 5.5 2.8 35.8 10.6 1.8 1.4 2.3

28 11 0 1 10 0 0 2 1

93.3 36.7 0.0 3.3 33.3 0.0 0.0 6.7 3.3

33 9 4 1 15 1 0 1 0

89.2 24.3 10.8 2.7 40.5 2.7 0.0 2.7 0.0

27 8 4 0 7 4 2 1 0

90.0 26.7 13.3 0.0 23.3 13.3 6.7 3.3 0.0

25 7 0 0 8 6 2 0 0

89.3 25.0 0.0 0.0 28.6 21.4 7.1 0.0 0.0

312 77 63 4 95 31 17 17 7

90.2 22.3 18.2 1.2 27.5 9.0 4.9 4.9 2.0

34 6 6 1 8 7 0 6 2

87.2 15.4 15.4 2.6 20.5 17.9 0.0 15.4 5.1

238 71 14 12 78 28 4 1 2

92.6 27.6 5.4 4.7 30.4 10.9 1.6 0.4 0.8

無職
(N=257)

農業
(N=30)

建設・製造業
(N=37)

商業（小売、飲食店等）
(N=30)

運輸・通信業
(N=28)

会社員、団体職員、
公務員 (N=346)

自由業（医師、弁護士、
理美容師等） (N=39)

パート・アルバイト
(N=149)

専業主婦・主夫
(N=218)

広
報
み
や
し
ろ

町
議
会
だ
よ
り

町
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

町
の
窓
口
や
担
当
課
へ
の

問
い
合
わ
せ

地
区
や
自
治
会
の
掲
示
板
、

回
覧
板

新
聞
の
地
域
版
、

ミ
ニ
コ
ミ
誌

町
に
関
す
る
情
報
に
は

興
味
が
な
い そ

の
他

不
明
・
無
回
答

学生
(N=50)
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■問 13 情報入手先×問 19 家族構成 

 

家族構成とのクロス集計結果を見ると、「広報みやしろ」がすべての家族構成で大多数を

占めています。一方、一人暮らしの人は、他の家族構成の人に比べて「新聞の地域版、ミ

ニコミ誌」から情報を入手する割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

上段:件数

下段:％

67 18 11 4 24 12 6 2 1

80.7 21.7 13.3 4.8 28.9 14.5 7.2 2.4 1.2

283 85 30 11 94 31 4 7 7

92.5 27.8 9.8 3.6 30.7 10.1 1.3 2.3 2.3

595 157 76 13 199 66 24 28 14

90.3 23.8 11.5 2.0 30.2 10.0 3.6 4.2 2.1

111 24 14 2 39 10 7 7 1

92.5 20.0 11.7 1.7 32.5 8.3 5.8 5.8 0.8

42 11 3 1 16 6 2 0 1

85.7 22.4 6.1 2.0 32.7 12.2 4.1 0.0 2.0

その他
（N=49）

広
報
み
や
し
ろ

町
議
会
だ
よ
り

町
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

　
町
の
窓
口
や
担
当
課

　
へ
の
問
い
合
わ
せ

　
地
区
や
自
治
会
の

　
掲
示
板
、

回
覧
板

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

一人暮らし
（N=83）

夫婦二人暮らし
（N=306）

二世代同居（親と子、祖
父母と孫等) （N=659）

三世代同居（親と子と孫
等）（N=120）

　
新
聞
の
地
域
版
、

　
ミ
ニ
コ
ミ
誌

　
町
に
関
す
る
情
報

　
に
は
興
味
が
な
い
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1.3 

10.3 

15.5 

10.9 

18.5 

22.5 

18.0 

3.1 

0 10 20 30

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

不明・無回答

％

問15 年齢 N=1,262

６．あなたご自身のことについて 

 

問 14 あなたの性別はどちらですか。 
 

 性別については、女性が半数以上を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 15 あなたの年齢は何歳ですか。 
 

 年齢については、「60歳代」が最も高く、次いで「50 歳代」、「70歳代以上」となってお

り、50 歳代以上が全体の６割弱を占めています。 

 

 

 

男

45.2%

女

51.2%

不明・

無回答

3.6%

問14 性別 N=1,262
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問 16 あなたは宮代町に住んで何年になりますか。 
 

 居住年数については、「20 年以上」が特に高くなっています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17 あなたの職業は次のうちどれですか。 
 

 職業については、「会社員、団体職員、公務員」が最も高く、次いで「無職」、「専業主

婦・主夫」となっています。 

 

 

 

 

 

５年未満

7.5%

５～９年

5.4%

10～19年

15.3%

20年以上

68.5%

不明・

無回答

3.3%

問16 居住年数 N=1,262

4.0 

11.8 

17.3 

2.4 

2.9 

2.4 

2.2 

27.4 

3.1 

20.4 

2.5 

3.6 

0 10 20 30

学生

パート・アルバイト

専業主婦・主夫

農業

建設・製造業

商業（小売、飲食店等）

運輸・通信業

会社員、団体職員、公務員

自由業（医師、弁護士、理美容師等）

無職

その他

不明・無回答

％

問17 職業 N=1,262
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問 18 あなたの通勤・通学場所はどこですか。 
 

 通勤・通学場所については、「埼玉県内（宮代町以外）」が最も高く、次いで「通勤・通

学の必要がない」、「東京都内」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 19 あなたの家族構成はどのようになっていますか。 
 

 家族構成については、「二世代同居（親と子、祖父母と孫等）」が５割以上と特に高くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.3 

27.1 

15.6 

23.6 

5.9 

17.4 

0 10 20 30

宮代町内

埼玉県内（宮代町以外）

東京都内

通勤・通学の必要がない

その他

不明・無回答

％

問18 通勤・通学場所 N=1,262

6.6 

24.2 

52.2 

9.5 

3.9 

3.6 

0 10 20 30 40 50 60

一人暮らし

夫婦二人暮らし

二世代同居（親と子、祖父母と孫等）

三世代同居（親と子と孫等）

その他

不明・無回答

％

問19 家族構成 N=1,262
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問 20 あなたのお住まいはどこですか。 
 

 居住地区については、以下の通りとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.5 

1.0 

1.3 

0.6 

2.4 

2.8 

2.8 

4.0 

2.4 

5.0 

2.6 

0.5 

6.1 

3.2 

5.2 

5.2 

1.8 

2.6 

4.3 

7.0 

2.1 

7.2 

6.6 

4.3 

1.5 

5.4 

5.4 

4.5 

0 1 2 3 4 5 6 7 8

東

中

金原

逆井

山崎

西原

姫宮

川端

宮東

中島

道仏

百間

百間１～６丁目

中央１～３丁目

宮代１～３丁目

本田１～５丁目

東粂原

西粂原

須賀

和戸

国納

和戸１～５丁目

宮代台１～３丁目

学園台１～４丁目

笠原１～２丁目

川端１～４丁目

東姫宮１～２丁目

不明・無回答

％

問20 居住地区 N=1,262
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問 21 将来の宮代町の姿について、簡単な標語やキャッチフレーズで表

現してください。また、その標語、キャッチフレーズについての

あなたの願いや、お考え等があればお書きください。 
 

将来の宮代町の姿について、標語やキャッチフレーズのアイデアをうかがったところ、

多数の回答がありました。回答者からのご意見とともにいただきました標語、キャッチフ

レーズをその願いや考えと合わせて掲載します。 

 

人がやさしい町“宮代” 子供がノビノビ育つ町“宮

代” 

 

レジャーとなごみの町 自然いっぱいの学習のまち 

東武動物公園がメインテーマパークなので、ワイワ

イとはしゃぎながらスポーツも楽しめて、散歩やサ

イクリングで四季を感じられる町になってほしいで

す。 

 

健康づくりに親しめるまち宮代 

 

田園風景と文化のある町宮代 

 

みんなに やさしい しあわせな ろうご 「老後、安

心して生活できる町」に住みたいと思います。 

 

春桜、夏まつり、秋みのり、冬はイルミネーション、

希望かがやく宮代の町  

 

ずっと大好き：宮代町！ 宮代で生まれ育って、老

後も安心できる、故郷として誇れてずっと住みたい

と思える町になるとよい。 

 

安心して住める町 みやしろ 安心して子どもを産

み育てることができ、安心して年を取ることができ

る町になってほしいと思います。このままでは老夫

婦で住むときのことを考えると不安です。農家の人

たちとの考え方の差も難しいです。 

 

福祉と文化の町、宮代 生きていてよかったと思う、

暮らしやすい町をつくるための協調のある町を目指

す。 

 

年老えて笑顔で暮らせる町に 年金の心配。 

 

衣食住、安心して暮らせる街 宮代 長く住み続けた

いと思える、そんな魅力的なまちづくりをしてほし

い。 

 

未来につなぐ住みよい宮代 老若男女を問わず、学

校や病院など、今そしてこれからを安心して暮らせ

る宮代にしていきたい。 

 

みんなの「力」ではばたこう・・宮代！ とても緑

が多く、静かで住みやすいです。ただ交通の便がよ

くない。町営バスがもっと細かく、身近にあったら

と思います。 

 

自由のあるまち「みやしろ」  

 

花開く宮代 明るく、音楽のあるような町にならな

いか。 

 

若人に夢を 元気な老人が多い中、先の不安な若い

人たちが今を生きているように思える最近、若い人

たちが夢ある生活ができ、元気いっぱいに生きてい

けるよう、もう少し若い人たちに力を入れたい。 

 

緑 水 笑顔 あふれる町 自然と人間の調和した町

が望ましいと思います。 

 

活力ある若者の街 若い人が町の発展のために働け

るような機会や場所が多くあり、農業や商業、工業

なども若い人が中心に働ける町でありたい。 

 

ちょっと待て、これでよいのかまちづくり 住む町

に心全高きまちづくり  

 

はばたけ！宮代創造する街  

 

人、自然、レジャーの街 みやしろ 自然（農業）、

東武動物公園、人と人とのつながり（進修館）を盛

り込んでほしいです。 

 

活気あるまちづくり  

 

自然豊かで人が温かい町 これからも町民同士で温

かいお付き合いを続けながら、支え合って暮らして

いきたいと思います。 

 

ピースフル宮代  

 

水辺と花の宮代 散歩していても、いつも花や流れ

る川があるとよいと思います。 

 

町づくり人（行政）に頼るな自分から 福祉行政が

大切であるが、一定の歯止めも必要。本当に恵まれ

ぬ家庭には温かく。 

 

安心・安全・元気なまち 子どもが大きくなっても
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住み続けたいと思えるようになったらよいです。 

 

やさしさと希望の町 みやしろ 町民みんな平等に

サービス、チャンスが与えられる行政であってほし

いと思います。また雇用に関しても、すべての人に

チャンスが与えられるべきだと思います。 

 

子育て、教育、文化のまち みやしろ 子育て支援対

策が整っていて、独自の教育方法を取り入れ、文化

を大切にしたまちづくりを目指したらよい。 

 

レトロの町、宮代 商店街を活発にして残してほし

い。 

 

安心して暮らせる町 高齢者や子どもが安心で安全、

穏やかに暮らせるようなサービス等を充実させてい

ただきたい。 

 

駅降りて、ホッとする町、ふる里の町 駅前の整備

と進修館を生かし、商店やくつろげる店、外の町に

出かけたくないような町になってほしい。 

 

東武鉄道３駅を有効に利用しよう 宮代町、東武鉄

道の二者がもっと身近に接触し、生活の向上を図る

べきだ。 

 

人と自然にやさしいまち 宮代 自然と挨拶のでき

るまちづくり。 

 

老人が安心して暮らせる町 老人は受身ではなく、

積極的にスポーツやその他の行事を企画し、自身で

行動したい。町当局はその環境づくり（物的や企画

面等）をする。 

 

人にやさしい  

 

じぃ ばぁも まごも にこにこ みやしろまち 他の

市町村より、福祉はよいと思うが、でもやはり足り

ないことはたくさんある。役場職員のクオリティア

ップを希望する。 

 

暮らすなら宮代町が一番だよ！   

 

真心の町 安心の町 小さな親切や挨拶ができる人

が住む町にする 

 

つながろう笑顔つなげよう未来 宮代町はそんなに

大きくない町です。外に出たら、みんなが顔見知り。

一時期は人々のつながりが面倒だという価値観が優

位だったけれど、こんな時代だからこそ、人々が集

い、人々がつながり、人は１人じゃないと感じて、

思いやりややさしさがあふれる町がよいと思います。 

みやしろの村 農業の振興、自給自足できるように

目指す。 

 

農ある町づくり  

緑と水のまち 町内の河川の土手すべてに桜を植え

てください。 

 

永住したくなる町 宮代 宮代に住んで５年以上経

ちましたが、越してきたときより買物なども便利に

なりました。 

 

大人から子どもまで楽しめる自然豊かな町 歩道と

道路の幅が近すぎるので危険がある。 

 

赤ちゃんからいつまでも安心して住める町 宮代で

産まれてから、これからもずっと宮代で生活してい

きたいということから「いつまでも」と入れた。 

 

おいしい町 宮代 巨峰・自然・動物公園。 

 

小さくてもキラリと光る宮代町 先進的・インテリ

的であるべきです。 

 

元気に楽しく明るい人生 私は 75 歳ですが、元気に

自分のやりたいこと（仕事）をしています。それも

元気であるが故にできることだと、健康に感謝し、

家族に感謝し、毎日楽しく暮らしています。まだま

だ、これからもずっと頑張るつもりです。 

 

若者と老人が共存でき、安心して暮らせる街 病院、

商店、道路を充実させて、安心して暮らせるように

してほしい。 

 

街が高齢化しても、他の町とも交流して、元気な街

に どこの町も人口は減ってきていると思うので、

近くの町とも交流して、よいところを互いに取り組

めたらよいと思う。 

 

行ってみよー！東武動物公園へ！ホワイトタイガー

がまってるぞ！ ホワイトタイガーがもっと有名に

なってほしいと思います。 

 

～農ある町 合併せずに 取り残され～ 自然を大切

にすることは大事なことだと思うけれど、宮代町単

独でこれからもやっていけるとは思えない。久喜の

衛生組合も他町と合併することで使えなくなりそう

だし、これからどうなるのか不安のほうが強い。早

く合併すべき。 

 

お金をまわして 住宅を増やし、工業団地等の誘致

して人口や仕事を増やす。 
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自然と暮らすまち みやしろ 町の発展には開発も

必要ですが、開発は最小限に留めたり、地区を限定

したりして自然環境を維持しくまちづくりを推進し

てほしいと思います。 

 

「桜さく街」 合格の街をつくる。 

 

若者のあつまる町 宮代町 駅前や商店街が淋しい

ので若者が集まってくれるような企画が人の流れを

生むかもしれません。 

 

“笑顔で挨拶”町内はみんな友達の和 暮らしやすい

住みよい宮代町 気配りと心配りで地域に思いやり

を持つことが大事であると思います。 

 

首都圏で緑あふれる豊かな宮代町 私はこれ以上、

ショッピングモールや道路は必要ないと思います。

寧ろ、車や電車で交通の便がよい宮代でありながら、

緑の中や自然の中で暮らせることをアピールしたほ

うがよいです。人を呼び込むとするならば、小規模

な新しい村のようなものをもう１つつくり、子ども

や子育て世代を入れるために施設・公園は必須と思

います。 

 

緑あふれる住みやすい町、宮代 自然が減らなけれ

ばよいと思っています。 

 

高齢者や子どもが安心して住める町 子育て支援や

子どものための施設、コミュニティを充実させてほ

しい。高齢者の自立支援をよくしてほしいです。 

 

子育てしやすい街 自然環境はとてもよいので、後

は子育て支援や教育に力を入れていただければと思

います。 

 

安心して子育てができる街 若い人が多くいる町に

したい。 

 

ほっとみやしろ 都心から帰ってくるとホッとする

町であってほしい。大規模な開発をするのではなく、

自然豊かな環境を生かしたまちづくりをして、また

子どもから高齢者まで誰一人として孤立しない温か

い町。生涯、安心して暮らせる町。 

 

心豊かな、ゆとりの宮代 安心して暮らせる、子育

てできる、豊かなまちづくり。 

 

自然の映える みやしろ  

 

暮らしやすい町  

 

子育てしやすい町 宮代 安全で楽しいまちづくり。

支援をたくさんしてほしい。 

赤ちゃんからお年寄りまで、安心して暮らせるまち 

今ある自然は大切に残しつつ、生活するのに不便の

ない程度に商業施設をもう少し充実させ、かつ福祉

に重点を置いたまちづくりが理想。 

 

自然を残しながら、新しい便利な街づくり 大型ス

ーパーを誘致する。 

 

自然と共存する心豊かな街 雑木林や田畑などを一

度開発等により、つぶれてしまうと二度と戻らない。

これは貴重な町の財産だと思います。 

 

マンションの少ない町「宮代」 自然を守り、環境

を守りましょう。 

 

元気な街 みやしろ 今後の宮代町の繁栄を願って。 

 

遊んで宮代、食べて宮代、学んで宮代！ 町民みん

なが参加する「宝くじ」「ポイントカード」「年齢別

体力イベント」など、楽しくなって笑えるイベント

や施設を多くつくり、町を目立たせる。 

 

生かす町 骨を埋める町ではない。 

 

自然と仲良しの町 老いも若きも一つの輪  

 

安心宮代  

 

美しき田園  

 

住民の町宮代 住民ボランティア活動の強化。 

 

住みやすい町宮代  

 

安心して住める町  

 

学園都市 杉戸・宮代町合併を地理的に丸い土地に

駅が３つあるから、そうすることでよいと思う。 

 

ふれあいの町、宮代 お年寄りから子どもまで、み

んなにやさしい町。豊かな自然環境や動物とも、ふ

れあえる町。 

 

東武動物公園のホワイトタイガー君 イルミネーシ

ョンも素晴らしい。年を通して、いろいろ企画して

いるようですので、交通の渋滞を解消して、車の流

れをよくして観光にも力を入れたらと思う。 

 

季節の風がここち良い街  

 

田園風景に映える街 東武動物公園を中心とした街

並みとその背景にある田園が程よく調和された宮代

町に。 
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自然環境の美しい町宮代 景観の素晴らしいまちづ

くり。 

 

行く道、来た道 少子化や高齢者の町ではなく、誰

もが高齢者となり、誰もが子どもだったのだから、

若い人が介護し、子育てをするのではなく、一人ひ

とりが１人の人間として助け合い、子どもたちが高

齢者の、高齢者が子どもたちの手助けができればと

思います。 

 

健康で長生きできる宮代町  

 

ゆたかな町、みやしろ 自然環境、住民同士の関わ

り、近郊地域との関係など、多様な観点で豊かにな

ればよいと思う。 

 

住んでみやしろ  

 

活気のある住良い町作り  

 

緑豊かで潤いのある宮代町 田園風景の保全と健康

（医療体制）が整った町であってほしい。 

 

自然豊かな住みよい町“みやしろ” 最近、田んぼ

や畑がつぶされ、家が建てられています。とても悲

しく感じます。緑の多い宮代が好きでしたので、こ

れ以上の開拓はしないでほしいです。 

 

穏やかに生活できる町、そして文化の香豊かに！ 

自然環境、生活の便利性等、バランスが取れていて

生活しやすいが、さらにそれを保ちつつ、日本の伝

統を残せるような活動が今以上に活発になってほし

い。 

 

「学び合い」「支え合い」「助け合い」自分にできる

ことを前向きに！ 自分に与えてもらった環境で後

世に人として「モラル」「ルール」を伝え、つなげて

いきたいと思います。 

 

もっと都会的な街へ 駅から家路の往復だけの今の

宮代町。もっと東武動物公園があるんだから、駅を

中心ににぎわうまちづくりを。 

 

希望の持てる町 若い人たちも住みやすく、活気の

ある町にする。 

 

健康で生きがいのある町  

 

農ある町 何もしない町としか思えないので、今後

の宮代町には不適格である。 

 

豊かな自然と福祉の共有 老人比率の拡大に伴い、

農地があるのに作業ができない。現在、新しい村に

よる借用方法が取られているが借賃があるわけでは

ない現状より、老人農家は苦しんでいる。町の雇用

で老人（元気のある人）、若者を集め、農地を町が借

用し、町経営の農業会社を設立し、新しい村を経由

して消費者へ割安に農産物を提供する。老人ホーム

の設立を行い、そのホームの老人たちにも農地を提

供して、農産物をつくって販売し、老人ホームの維

持費とする。 

 

駅を降りると、緑豊かな、やすらぎの町 西口を出

て、少し歩くだけで新しい村・川辺など、田舎の風

景が広がり、都会の人にはホッとできる羨ましい環

境だと思います。 

 

安らぎの町、宮代 駅から出たとき、目に入る風景

でホッとし、帰ってきたと思えるような町。 

 

自然体の町 それぞれが自然体で暮らせるとよい。 

 

安心安全、豊かな町 住んでよかったと思えるまち

づくりが必要。 

 

みんなの宮代、ミライの町  

 

リフレッシュ宮代 東京へ仕事に行っても、家に帰

るとリフレッシュできる町。 

 

みどりあふれる 人にやさしい 観光ロケ地 宮代 

みんなやさしく しぜんあふれる 観光ロケ地 宮代 

 

「うるおいのまち みやしろ」 「おもしろタウン み

やしろ」 都心へ通勤・通学する人が住みたいと思

えるまちづくりが住民を増やすことにつながるので

はないか。 

 

きやっせ宮代、おらが町 この辺りの老人は「～し

やっせ」と言う言葉を使うので、ふるさと言葉を使

ってみました。 

 

子育てしやすい町  

 

明るく楽しく住める町 明るく楽しければ、そこに

長く住みたいと思えるし、ここに住んでいてよかっ

た。これからも宮代町民でいたいと思えるまちづく

りを目指してほしい。 

 

美しい自然環境に囲まれた、自立した行政の町  

 

自然と共生、花と緑の里 昔ながらの自然を生かし、

心安らぐ里、観光スポットの宮代町になったら希望

します。 

 

癒し合える町宮代  
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食の安全健康は宮代から 安全な食品で健康増進を

図り、明るい社会づくり。無農薬のアスパラを北海

道の農家に注文しましたが、順番待ちの繁盛でした。 

 

川と緑を生かした町づくり 野菜・果物は宮代で 

住み良い町は農業から 宮代町の大部分が農地なの

だから、それを生かした農業で町を活性化させる方

法はないか、支援することができないか。 

 

一人一活動 スポーツでもよし、ボランティアでも

よし、何か自分にできるもの１つにでも参加・活動

して、生き生きとしたまちづくりをする。 

 

巨峰のおいしい宮代町 巨峰市などが行われますが、

そのような催しは楽しいので１日ではなく、２～３

日あってもよいと思います。新しい村の喫茶店はと

てもおいしくて安く、もっと便利な場所に長時間営

業していたら嬉しいと思います。 

 

都市と農村の共存 農環境を大切にしつつも、人口

増への対応も行う。 

 

学園・動物公園・コミュニティの街 日本工業大学・

東武動物公園・進修館周辺（役場・笠原小学校・図

書館等）を活用した産学、そして住民が一体となっ

たまちづくりを図り、特色や個性のあるまちづくり

を推進する。 

 

水と緑の豊かさが幸せ気分運んでる   

 

我故郷といえる町 故郷という言葉で思い浮かべ

るのは田畑や川などの豊かな自然・祭り・学校など、

そういったものをこれからもずっと残していければ

と思います。 

 

緑多き健全な町、宮代  

 

子どもがあふれる学園都市 若い夫婦が家を持つ

ならここだと思えるようなまちづくりを目指し、子

育て支援に力を入れる。 

 

自然が美しい町 宮代町の自然が好きなので、ぜひ

維持・向上してほしい。 

 

好きです宮代 町内で労働し、休日には土とふれあ

いながら生活できるような、また衣食住すべてが宮

代町内で楽しむことのできるまちづくり。 

 

水と緑があふれる、生きがい充実、実行の町 自然

を残しつつ、生活がしやすい住環境を目指したまち

づくりが大切だと思います。 

 

コンパクトな町づくり 高齢化に伴い、施設等をコ

ンパクトにまとめ、便利な町を目指すとよいと思う。 

 

さくら町、心癒して、トラも休む / さくら咲き、

子供飛び立つ、巨峰町 宮代町は悩みや病気の人も

動物のように安心安全に住めますよ。 

宮代町は子育てによく、また成長していくところで

す。 

 

誰にも住みやすい町に 道路の整備と交通機関の便

利さを近々でなくても改善してほしい。 

 

みどりのある町 田んぼや畑を残し、よい意味で田

舎の風景を残してほしい。 

 

未来に向って、ハートのある町づくり 安心して子

育てができる町、高齢者の健康づくりにもっと力を

入れた環境づくりをお願いしたい。 

 

住みやすい町  

 

生き生き活気、楽楽老後 仕事に、勉強に生き生き

と活気を出し、健康で楽しい老後を過ごせる宮代町

を夢見ます。 

 

Ｏｎｌｙ Ｏｎｅ Ｍｉｙａｓｈｉｒｏ 無理に合併

したりせず、宮代町が単独でも頑張れる町を目指し

てほしい。ナンバーワンよりオンリーワンという意

味を込めて。 

 

みんなに優しいまち 子どもから高齢者、障害者す

べての人が安心して住める町になればよいと思いま

す。 

 

おらが町 明るさ２倍 サンサン降る笑顔 西口は店

舗は多いが、東口には店がなく不便です。杉戸町に

買物に行くことが多くなります。杉戸に税金をあげ

ているようなものです。宮代町で買物をすれば税は

宮代に入るはず。踏み切りを越えてまではあまり行

きません。東口を何とかして、店舗をつくってほし

い。 

 

豊かな自然 緑息づく 活気ある町 自然を残しつつ、

暮らしやすい元気な町になってほしい。 

 

楽しもうよ 人生を はらっパークやふれ愛センタ

ー等の施設へくる人たちは、体に多少障害があって

も明るく生活していく努力をしています。病院等に

入院して、多くの金が個人や財政にかかることを考

えれば、施設を保全して楽しみをつくり、重病人を

つくらないことのほうがよいと思う。 
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田園田舎 宮代町！ 田舎のままでよいと思うけれ

ど、春日部から東武公間も急行が止まるようにして

ほしい。 

 

自然いっぱい、福祉充実の活気に満ちた町 宮代町

のよいところはやはり自然だと思うので、便利さや

町の振興を求めすぎて自然を壊すのはよくないと思

います。 

 

緑 緑豊かなまちづくり。 

 

「古き」と「新しき」の共存 昔からあるよさを残

しつつ、改善・向上すべき点をよくしていきたい。

それは自然環境などの「もの」についてだけではな

く、人と人とのつながりや行政の「こと」について

も。 

 

安心安全、大好き宮代 住民が安心して一生を過ご

せて、宮代に住んでよかったと思える一生。 

 

あたたかい町 宮代 みんながみんなに温かい気持

ちで接することができれば、笑顔が絶えない町にな

ると思います。 

 

緑ゆたかなホタルが住む街 緑を多く取り入れ、住

宅地の道路をきれいに整え、住みやすい町にしたい。 

 

いつまでも変わらない美しい宮代町 自然を残し、

宮代という名前も残してほしい。 

 

何事も真剣勝負 こんな素晴らしい町に住まわせて

いただき、今後一生涯すべてに安心して暮らしたい。 

 

コスプレとＺＯＯっと宮代 コスプレは宮代町の新

しい文化として注目しています。東武動物公園も久

しぶりに足を運んだところ、場内もいろんな部分が

リニューアルされ、家族連れが楽しんでいる姿を見

ることができました。メジャーチェンジ、マイナー

チェンジをくり返しながら、ずっと進化する宮代と

いう意味です。 

 

心が休まるおだやかな町 私は大学から宮代町に帰

ってくると心底ホッとして、ゆったりとした気持ち

になります。時がゆっくりしているような不思議な

気持ちになります。 

 

自然とふれあう宮代町へ、ようこそ！ 自然に恵ま

れた宮代町を都会の方へアピール。 

 

自然あり、子どもあり、生きがいあり、文化あり、

農あり、福祉あり、安全あり、医療あり、やる気・

やさしさあり、ありがとうの町 宮代  

元気の町、年よりの元気な町  

 

ほたるの町 蛍が住めば、水がきれい。ぶどうやな

しの実がなれば、都会の学校から自然学習に来ても

らい、10 年、20 年後が楽しみになります。 

 

都会に近い田舎  

 

ミディアムな町 宮代 すべてにおいて少しずつ足

りない感じがします。 

 

遊歩道の町 宮代 自然に親しみながら健康づくり

をする。 

 

旧くて新しい街、宮代 春日部まで幹線道を延伸し、

大型商業施設を誘致する。一方で古利根川や用水路

を整備し、自然環境と近代化を両立する。 

 

自然がいっぱい宮代町 今の田んぼや畑の自然をそ

のままにし、ホッとする街並みを維持してほしいで

す。理想は新白岡です。 

 

自然豊かな宮代町  

 

いつでも自由出来るスポーツの町 プール、はらっ

パークを利用し、楽しんでいます。 

 

これから大きくなっていく宮代町 新しいスーパー

ができて、人が増えていくのでよいと思う。 

 

住みたい！行きたい！宮代町 人が通過したり、出

ていってしまう町では将来はありません。緑や自然

を大事にしながらも、何か人の心を引く何かがなく

てはいけません。 

 

“みどりと青い空”のみやしろ  

 

全ての生き物（動物）を大切にする町（すべての生

き物にやさしい町） 東武動物公園と共生する独自

性をもった宮代町をアピールする。 

 

老若男女 住みよい街  

 

“若さを先取りした町” 学園都市らしく、常に若

さを取り込みたい。 

 

「生涯安心して暮らせる町」  

 

みんな知ろう！宮代う みんなにもっと宮代を知っ

てほしいので、こういうのを考えてみました。ちな

みに“知ろう”と“宮しろう”がかかっています。 

 

動物園のある町宮代  
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みなもの町宮代 南は隼人堀、東北には古利根川と

町の周囲に一級河川があり、水源が豊富だと思い、

みなもと書いた。 

 

「老若男女」誰に対しても優しい町 

皆がＨＡＰＰＹになれるＴＯＷＮ、我が町住みし町

…宮代 

 

住みやすさ日本一  

 

人権と福祉と農の未来都市、みやしろ  

 

眠らない街 これくらい活性化のある町になってほ

しい。古い建造物を新しくしてほしい。 

 

自然を残そう宮代 越してきた当時、用水路にタナ

ゴやフナが多くいた。水田も多く、カエルがにぎや

かだった。今では宅地開発で人口が増加し、環境が

悪化した。これ以上、自然を消失させてほしくない。 

 

「トキドキ宮代」 東武動物公園、新しい村、進修

館のイベント、巨峰のワイン・菓子、宮代ギョーザ、

桜祭り、イルミネーション飾り等や各サークル活動

も盛んですが、通年のインパクトが少し欠けている

ようなので。 

 

子供と若者と老人が共存・共栄できる町 各世代グ

ループを中心とした催物を年２～３回程度開催し、

融和を図るのはどうでしょうか。 

 

若者が集まり易い明るい町 防犯対策の充実。 

 

自然と幸せがある町 都心から１時間で心がホッと

和むような町。ひと昔前の懐かしい風景や自然を残

しておきたい。 

 

観光客の集う町、宮代 宮代にもイオンなど、大型

スーパーの設置。 

 

コミュニティ日本一の街 コミュニティが希薄にな

ってきているので、他地域には負けないコミュニテ

ィ形式が必要かと思います。いろいろな課題解決に

も結びつく。 

 

ゆとりある住みやすい町 家がぎっしり建っている

よりは田園の景観はとてものどかでよい。危険な道

は見直していただき、のんびりゆったりと過ごした

い。 

 

住み易い町、宮代 歩道のある道をつくってくださ

い。 

 

高齢者にやさしい町 医療・福祉が充実した町にな

ってほしい。年寄りが住みやすい町になってほしい。 

 

自然緑 自然環境の中で緑ある町の考えで。 

 

バリアフリーの町 これから高齢化も進むので、み

んなが生活しやすい町にしてほしいです。 

 

「今日も笑顔で」  

 

ようこそ宮代へ、動物とふれあおう 西口通りに動

物のイメージアップが図れるモニュメントなどで、

もっと動物公園をアピールできないか。 

 

「住んでよかった、宮代町」「みんなのふるさと宮代

町」 充実した福祉や環境のよさが売りになるよう

な町のイメージができるとよいと思う。 

 

若者集れ、いきいき社会  

 

赤ちゃんから高齢者まで安心で安全、明るい町 い

ろんな世代でできることで互いに助けあいながら暮

らしていければよいと思う。 

 

自然いっぱい、やさしい町 以前に比べると、自然

（田んぼ・畑・屋敷林等）が少なくなっている。緑

をこれ以上、なくさないでほしい。 

 

潤いと元気あふれる宮代町 何か特徴的なものをつ

くり、皆が楽しく住みやすくなるように努力してほ

しいです。 

 

のどかだぜ 宮代！ ゆっくり、のんびりした生活を

のぞむため 

 

優しい街、宮代 お年寄りが元気でいられ、活動で

きる環境をもった町に。 

 

田舎と都会がコラボした！ 今の田畑がたくさんあ

る田舎風景はそのままで、尚且つ商業的発展がある

とよいと思います。 

 

人と緑を生かし 愛される町 みやしろ 宮代町は田

んぼが多く、緑が多いのですが、高齢化が進んでい

ます。農家の多くはお年寄りで高齢化が進むにつれ、

耕作放棄地が増え、緑が減ってしまいます。一方、

非農家でこれから農家をやる人に、高齢となって農

業をやめるという方々を引き合わせて農地の不動産

業に力を入れてみたらどうでしょうか。 

 

自然と調和した住みよい街  

 

ちょっとした田舎  
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好きです！宮代！ 今現在、宮代町に住んでいる方

や他の町の誰もが、宮代町はよい町、住みやすい町

と憧れるような、好かれるような、そんな町になっ

てもらいたいです。 

 

元気に学ぶ子どもたち、地域で守ろう 宮代の未来 

宮代の将来は若い子どもたちが住みよい町、住み続

ける町にしていく必要があると思います。 

 

緑の町、住みよい町、ずーといたい町 今までのよ

うに一部の緑を残し、居心地のよい町であってほし

い。 

 

元気な宮代 商業・農業の活性化 

 

住みよい我町、三世代  

 

町民のアイデア一票、町おこし この町に住んでよ

かった 子に伝え 農の町 脳なし町にならぬよう 

高齢化進むだけで先は闇 生きがいは生涯現役、ボ

ケ防止 和戸に住んで 50 年、変わったのはぐるるが

できただけ。駅前などは友だちと一緒にお茶をする

こともできない。他市町に行くには車が乗れず、電

車です。和戸駅周辺をぜひ発展させてください。 

 

自然と共存、人と友好 自然環境も大切にしながら、

近隣と助け合い、住みよい宮代町になってほしいで

す。 

 

みんなに やさしい しあわせを ろうごまで 安心

や安全を重視した、和やかな町であってほしいです。 

 

住みやすい宮代 道路などは今のまま、あまり増や

さないで交通渋滞しない宮代であってほしいです。

（他県などの通行を増やさないため） 

 

エコな町、空気のキレイな町 宮代！  

 

安心して暮らせる町 事故や事件もなく安全で、老

後に介護が必要になってもお金の心配や家族の負担

もなく、町の施設で暮らせたらよいと思います。 

 

一生みやしろ 子どもには他市町とは違う独自の教

育。（インド式、国語力を上げるなど） 

中年には家庭をもつときに引っ越してくれるような

環境づくり。（保育所や住宅、商業など） 

年配には生きがいを持てる環境、住みやすいサービ

ス、医療など。 

 

幸せの鈴が鳴る町 ぶどうを鈴に見立てる。鳴るは

成るに通じる、鈴なりにも通じる。 

活気 自然 子育て 若さあふれる町が消費につなが

るのでは。 

 

緑と快適の町 宮代 住みやすさ、便利さ、快適さを

追求する中でも、新緑の豊かさや農業などを大切に

する町であってほしいと思います。 

 

蛍の観れる町 宮代に転居してきた 27、8 年前は宮

東の田園で蛍が観れた。農あるまちづくりを進めて

いるならば、環境の整備をさらに進め、蛍の観れる

地域を整えてほしい。 

 

遊びにおいでよ宮代へ（遊びに行こうよ宮代へ）  

 

田舎、まんなか、宮代町 恵まれた自然や農地を生

かし、若手が前向きに農業に取り組める（後継者問

題の改善）町内雇用促進を図る。町が農業をバック

アップして、農家のもつイメージを変える。 

 

恵まれた自然でいきいき暮らし、安らぎのある平和

なまち宮代  

 

明るく活気ある宮代 春日部市と久喜に挟まれる存

在が薄い。 

 

のびのび笑顔の宮代町 新しい店ができたり、レジ

ャー面での強みを今後も生かして、笑顔がたくさん

の町にしたいです。新しいものを取り入れてほしい

ですが、今までの自然が多くてのびのびとした宮代

町も残してほしいです。 

 

環境にやさしい町作り  

 

心静かなベストホーム 近代的でなくても、ゆっく

り安心して住んでいける場所であってほしい。 

 

元気な街、住みよい街 活気のある町でありたい。 

 

住みよい町  

 

人に優しい宮代町  

 

フレッシュみやしろ 住みよい町にしてほしいとい

う願いから。 

 

老後を安心して暮らせる町  

 

車（自動車）が無くてもくらせる町 鉄道駅を中心

市街と位置付けられた都市計画の実現。 

 

動物公園のある宮代町 駅から動物公園までの歩道

を整備し、楽しい商店街づくりが必要だと思います。 
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住みよい町  

 

楽しく住める町  

やすらぎ宮代 夕方、散歩をしながら眺める景色に

癒されるから。 

 

緑の空間 未来へ続け！  

 

活気あり、笑顔で暮らせる街づくり 宮代町に住み

たいと思われるようなまちづくりをしていただきた

い。 

 

住めば みやしろ 住みやすい。本当によい町という

ことで。 

 

子どもや老人が元気に過ごせる街 最近は小さい子

どもの遊ぶ姿が見られない。静かな街になってしま

いました。老人は散歩したり、ゲートボールをする

姿は多い。共存できるようにできればよい。特に宮

代町には若い親子連れが少ないようである。 

 

いくつになっても住みやすい町、宮代！ 車などに

乗らないと買物もままならなくなっては困ります。 

 

田園の美しい町 川にタナゴが戻り、蛍の飛ぶ町。 

 

自然環境と伝統の生きる安全、快適な町 工業団地

や大型ショッピングモール等は誘致してほしくない。 

 

宮代っ子の成長を見届ける町 宮代は子育て支援に

力を入れているという話を聞いたことがありますが、

実際に子育てしている身としてはあまり実感したこ

とはなく、寧ろ、近隣の自治体より遅れているよう

にすら感じます。公園の整備や小児科医（常勤の）

の確保など、子どもたちを安心して育てられる環境

づくりを望みます。 

 

ハッピーウエルカム宮代！ たくさんの人たちに宮

代町に来てもらって、みんなで住みやすい明日（町）

をつくる。ウエルカムカモーンで明るい町になるよ

う。 

 

気軽に友だち・ファミリーできれいな空気の中、可

愛い動物と遊んで見ませんか  

 

和みの街 宮代町に居住、或いは訪れた人々に安ら

ぎを与える町でありますように。 

 

花のある町宮代  

 

！ハッピーライフは宮代で！ 子育て支援、高齢者

福祉を充実させると老若男女が集まり、しあわせに

暮らせる。 

 

フレーフレーフレッシュ宮代 老若男女、前向きに

建設的にいつまでもフレッシュで有り続けていたい

と願う思いで。 

 

生きとしもののシンフォニーの町宮代 老若男女、

お互いに力を合わせ、睦合い、静かで水と緑にあふ

れた平和な町、田園都市を築こう。 

 

都会に近い田舎、田舎の入口、楽しい宮代 都会は

便利だけど、住みたいのは環境のよい田舎。宮代は

交通の便もよく、理想的。 

 

きれいな環境、優しいお付き合い 小売店の活性化

の推進。 

 

緑ある町 ほっとする町 宮代  

 

人にやさしい道、お年寄りにやさしい町 歩いたり、

自転車に乗ったりする人たちにやさしい道を確保し

てほしいです。 

 

やさしい町宮代  

 

笑顔の町、宮代 笑顔があると、しあわせになれる

し、見た方もしあわせになれる。そういう人がたく

さんいる町は自然とよい町になると思う。 

 

安心・安全な町 宮代町に総合病院。 

 

自然豊かな潤いある町 宮代  

 

人が集う田舎、宮代町 将来、もっと話題性のある

町になっていれば、人が集まってくるかなという願

いを込めて。 

 

教育の町 大学１、高校１、中学校３、小学校４と

教育施設には恵まれているはずなのに、まったく生

かしきれていない。これを改善するべき。 

 

子どもがのびのび育つ町 子どもが外に出て遊びた

くなるような場所がたくさんある。親も安心して子

どもだけでも外で遊ばせられる町。 

 

創意と工夫で和みの宮代 市民との話し合いの中で

いろんな知恵を出し合い、工夫をしながら、世代に

関係なく、調和のとれた住みよい「宮代」になれば

と思います。 

 

活き、生き宮代！ 都市基盤、自然環境、教育、生

涯学習、保健、医療、福祉、産業が生き生きした宮

代町にしたいと思う。 
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生きる町宮代 子どもも大人も老人も安心して生活

できる町。 

 

宮代出身って、なんかいいよね 誇れる町にしてく

ださい。 

 

福祉が充実した町 子どもたちが安心して過ごせる

町 自然を大切に公害のない町 

 

やさしいまち みやしろ 自然の豊かさ、ゆったりと

した雰囲気、人のやさしさ、心も身体もやさしく、

落ち着ける町になってほしい。 

 

教育の町 子どもがいる親なら、義務教育の時期に

少しでも有能な人になってほしいという希望は多く

の親にあると思う。 

 

子育て支援施設、若い人が住み良い町に 新鮮な農

産物、人が集まるような活動。 

 

流れのある町  

 

自由  

 

目にやさしい緑ゆたかな町 雑木林がある自然ゆた

かな町。 

 

人にも自然にもやさしいリラクゼーションタウン 

子育て支援も手厚く、住民参加型の手作りイベント

も豊富で、都心へのアクセスもさほど不便ではない

ながら、これだけの自然が残り、またそれを生かし

た産業・教育・イベントに取り組んでいる今の宮代

町の姿を今後も維持させてほしい。 

 

独立型の町民に優しい町 町外に住む知人から、宮

代は行政サービスが充実していると言われます。さ

らに充実してください。 

 

自然との共存 水と緑が多く、人々が住みやすい町

になってほしいという願いから。 

 

弱者に優しい思いやりのある町 若者ばかりを中心

にしないで、年寄りにももう少し夢を与えるような

ものは何か。何となく漠然としていますが、生きが

いや希望。 

 

ファイト宮代町 宮代町は東武動物公園や日本工業

大学もあるので、町ぐるみでうまく共存共栄してい

くべきであると思う。 

 

明るく元気なお年寄り 若者が働く場がある 教育

レベルが高い学校 松本市が取り組んでいる老人体

育大学のような取り組みが、町を上げて必要ではな

いかと思います。（医者いらずは医療費軽減）教育に

携わり現役を引退した方々がボランティアで放課後

教えてもらう取り組みは他県で成果を上げています。 

 

元気・チャレンジ・宮代人 町づくり、国づくり、

すべてみんなのためを思って考え、行動すれば未来

がつながる。 

 

すみずみまで心の行き届いたまちづくり 小さな町

でこそできる住民とのコミュニケーションやサービ

スが大きなプロジェクトよりも大事だと思う。 

 

やすらぎのまち 今のまま、自然ゆたかな場所であ

ってほしい。 

 

自然との共和を望む町作り 都内で働いているため、

自然の大切さがよくわかります。この自然を絶やさ

ないように大切にしていくべきだと考えます。 

 

美しい街並み宮代 偏った地域の整備だけではなく、

宮代町全体を見てもらいたい。 

 

自然豊かで人が賑う町 今後、移転するにしても実

家が宮代にあるため、いつ帰ってきても人でにぎわ

っていてほしい。人でにぎわうということはゴミで

汚れるのではなく、いつでもきれいな町であってほ

しい。古利根川をもっときれいにして、川沿いを散

歩する人が増えればよいと思う。 

 

桜並木と福祉の町 宮代町  

 

青空と緑のおおい街づくり 若者たちが定住できる

優良企業を誘致し、町の活性化を図る。 

 

豊かだね 自然いっぱい宮代町 生まれたときから

住みなれていて、自然豊かな宮代が大好きです。自

慢の田んぼをあまりなくさないように栄えてほしい

です。 

 

くらして良かった我が町 小さい行政でも“かゆい”

ところに手が届くくらいよい町。 

 

観光の町 宮代町 東武動物公園をもっと売りにし

ていきましょう。 

 

人にやさしい場所、宮代 宮代町以外の場所から宮

代町に来る（理由はいろいろあると思う）人に対す

るやさしさをもつ。そのためにはまず宮代町民同士

がやさしくならなければいけないと思う。やさしく

なるために何が必要なのかは町民の頭の使いどころ。 

 

やさしい宮代 高齢者が多い町なので。 
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のんびり暮らそっ 宮代！ 緑豊かな環境で本来の

自分のペースで生きる。 

 

若い力、未来を考える町づくり 宮代にある大学を

生かすスポーツ施設をつくる。 

水辺の町宮代 小川の流れる町宮代 宮代町と杉戸

町の境にある古利根川の川底をさらい、ゴミのない

川に蘇らせよう。鯉に錦鯉が見られる水辺に。 

遊歩道をまわりにつくり、堤には水仙、彼岸花、ア

ジサイなどを計画的に植えつけよう。姫宮川沿いの

桜は他の町の桜の名所と比べてひけはとらない。 

 

さくらさくら宮代の空に見渡すかぎり、いざやいざ

や見に行こう、さくら咲く宮代の空は花ざかり 桜

が大好きで毎年、各地の名所を見に行っていますが

あまり知られていない宮代の桜も素晴らしいです。

一面ピンク色に染まる田園風景の中の桜が大好きで

す。 

 

大好き！みやしろ 小さい子どもからお年寄りまで

みんなにやさしいまちづくりが必要。物質的なもの

だけでなく、精神的に満足のいく活動も必要。 

 

みんなが永住したい宮代町  

 

ほどよい距離と安心の町 都心、観光地等の時間的

距離と農が近いとのことを強調。老後の生活の充実

性を高めていく 

 

清いせせらぎ、豊かな緑、自然あふれる未来都市 自

然と未来を共存させた未来都市。 

 

公平で地域差のない住民サービスの提供を！ 市街

地、議員選出地区等のほうが農村部や行き止まり道

路より、街路灯・安全標識などの公共施設が整って

いるように思う。地域差のないサービスを願う。 

 

明るい宮代  

 

住みや城 宮代  

 

のどかな町  

 

安全、安心、住みやすい町宮代 子どもから大人ま

で末永く安全で安心して住めるまちづくり。 

 

わっしょい みやしろ 四季を通じて楽しいお祭り

的なイベントがあるとよいと思いました。 

 

住みやすさ100選の町 宮代町 今ある資源をさらに

よくし、仕事をするなら東京、住むなら埼玉、暮ら

すなら宮代！ 

帰りたくなる町 ほっとする町 宮代町は空気もき

れい、これも売りになる。 

 

ひらかれた宮代 長い間住んでいますが、根本的に

閉鎖的なところが多く感じられます。もっと人口を

増やし、産業面も工業団地等を取り入れたほうがよ

いと思う。近隣都市とも手をつなぎ、ともに繁栄し

ていけるようになれば便利さも図れると思う。 

 

生涯安住の街  

 

人が安心して暮らせる町 人間らしい生活が普通に

できる（不便でない）町であってほしい。 

 

花かおる文化都市みやしろ  

 

町民が笑顔になれる町づくり  

 

手作りの町 宮代  

 

自立した町  

 

子育てを応援する宮代 現在、高齢化が進む中、若

い人たちが住みやすく、保育所を増やし、お母さん

が働きながら子育てができたらよいと思います。 

 

優しく寄り添う宮代町  

 

老後は宮代町で過ごそう 子どもと老人の笑顔があ

る町になってほしい。 

 

いきいき宮代 町に住んでいる人たちがみんな生き

生きと生活できるとよいと思います。 

 

人と町（自然）の共存共栄をめざしている町 地球

にやさしい生き方のできる町。 

 

水と緑のふれあう町  

 

人情の町  

 

東武動物公園がある町 動物が好きな人はたくさん

いると思うので、ふれあう機会があればよいと思う。 

 

永住したい町、宮代 永住したくなる要素が整った

町に。 

 

自然を大切にする宮代町 今ある自然を大切にし、

保全することで健康な人が多く住む町になってほし

い。 
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ずっと住みたい、やさしくなれる町 自然のやさし

さや人のやさしさを感じて、自分もやさしい気持に

なれるような町であってほしい。 

 

みんなが住み良い宮代町 和戸駅を使っていますが、

終電がもう少し遅いと助かります。買物は車を使用

しないと行けないので、歩いていけるところにスー

パーなどがあると便利だし、環境問題の改善にもつ

ながると思います。 

 

豊かな田園から魅力ある街へ 宮代町で生産される

農産物やのどかな田園風景を魅力的な町の資源とし

て紹介し、町の収益性を高める。 

 

明るく元気な宮代町 町の人々が元気で自然がたく

さんあり、若者が元気な町であってほしいと思いま

す。 

 

“住んで良かった、暮らしやすい町” 親の代から

住んでいますが、昔からこの辺（宮代台付近）は何

も変わらず、今はさらに店も撤退し、不便なまま高

齢を迎えている方が大勢いらっしゃいます。せめて、

これからは何とかならないものかという思いでいっ

ぱいです。 

 

人と自然と太陽 「人の力、自然の力、宇宙の力」

をまちづくりに。 

 

緑豊かで生活感のある町 老後は好きなことをやり、

元気に過ごせる町であってほしい。 

 

住んで息ぶく町 あらゆる面で住みやすい町。 

 

自然が多い宮代 未来が楽しい宮代 

 

自然環境のある町  

 

ほど良く自然が残る町 適度に都会、適度に田舎な

ところがよいところだと思うので。 

 

やさしい街 農と桜並木の美しさ、イルミネーショ

ンの輝きは散歩するにはとてもよいところで、あま

り開発されて都会的にならないこと。不便なのは困

りますが、あまり便利になりすぎるのもと思います。 

 

自然に囲まれた町 宮代  

 

安心して生活できる豊かな町 宮代 誰もが安心し

て生活ができ、大型店など生活にも便利でレジャー

などもある豊かな施設をもつ宮代町にしてほしいで

す。 

 

観光・レジャーの町 宮代 東武動物公園を利用し、

レジャー施設を拡大させ、人が集まるまちづくり。 

 

ネイチャータウン宮代町  

 

町民の笑顔があふれ、緑の豊かな宮代町 住みやす

ければ笑顔になり、緑を残してほしいから。 

 

ＦＡＭＩＬＹ ＭＩＹＡＳＨＩＲＯ ☆ 町民一人ひ

とりが家族のように集える町になってほしい。親身

になって、子どもや老人たちを支え合って生活して

いく。 

 

やるしかないだろ俺たちは 情報社会で未来の予想

が大まかにわかってしまっている世の中だが、どう

せという気持ちではなく、こうなるかもしれない、

こうなりたいという気持ちを持って暮らしていきた

い。 

 

緑豊かな住み良い町 公共料金が安くなるとよい。

60 歳以上でも仕事があるとよい。 

 

若さと落ちつきのある町  

 

洗練された豊かな町づくり  

 

コスプレの町 宮代！  

 

おちつく町 宮代 都内から帰ってきて、ホッとでき

る町であり続けてほしい。 

 

訪れて楽しい町 住んでよい町 

 

産業豊かな文化都市 宮代  

 

農あるまちづくり 今のまま、進んでほしい。 

 

豊かな生活環境  

 

豊かな緑と豊かな心の美しい町  

 

緑と安心、安全のあふれる街 田園風景の中にも安

全な暮らしができれば、住みよいと思います。 

 

田園のある、のどかな町  

 

緑豊かな住みやすい町へ 子どもや高齢者が住みや

すいような環境へ。緑が多く、自然の多い町、活気

ある町になってほしい。 

 

ホップ＆ステップ宮代 ホープフル宮代 未来に向

かって一歩一歩前進、発展途上の町。 

 

生き甲斐を見出せる町（街）  
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人とひとが共生する町“みやしろ” 高齢化する町

民が食・環境等について、同じ目的をもち、町の大

地を生活環境を豊かに育んでいく。 

 

安心、安全な町  

 

だれにもあいさつできる宮代人 昔のような近所付

き合いをまずは挨拶からはじめましょう。 

 

豊かな自然と教育の町  

 

町民ひとりひとりがヒーロー！ あらゆる町民の立

場になって、町政を進めていく。人にやさしい町で

あってほしい。広報なども何かできる特定の１人を

ピックアップする姿勢はあまりよくないと思います。

その人もその人だけで生きているわけではなく、支

えている多くの人がいるはずですから。 

 

自然あふれる宮代町 自然との共生。 

 

自然豊かな宮代 この自然をずっと守っていけたら

よいと思います。 

 

巨峰ピカピカ、瞳きらきら  

 

農ある町づくり 今後とも続けて、推進してほしい。 

 

笑顔いっぱい 宮代町 人を思いやる心をそれぞれ

が持ち、自分が暮らす町を大切にしていきたい。 

 

 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 
 
 

Ⅲ 資 料 



 

72 

 

あなたの声をお聞かせください 

 

 

 

 

 

 

 

 

日ごろから町政運営にご協力くださりありがとうございます。 

今回、町では平成 23 年度から平成 32 年度までの 10 年間の主要な施策を定める「第４次

総合計画」策定に着手することになりました。人口減少、高齢化が進む中で、「宮代町が今

後、いかにあるべきか」という計画を町民の皆様の率直なご意見をうかがいながら策定し、

共に力を合わせて、その計画を実現していきたいと考えています。 

ついては、その最初の作業として、コンピュータにより無作為に選ばれた町民の皆様か

らご意見をおうかがいし、「将来目標」や「主要施策」を策定していきたいと考えています。 

調査の対象は、町内にお住まいの 18 歳以上の男女 2,000 人です。お答えいただいた内容

については統計的に処理し、本調査の目的以外に使用することはありません。お忙しい中

とは思いますが、趣旨をご理解の上、ご協力下さるようお願い申し上げます。 

 

平成２２年２月 

 宮代町長 庄司 博光 

 

 

■ご記入にあたってのお願い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■この調査票についてのお問い合わせ先 

宮代町 総務政策課 公共改革担当 （役場庁舎２階 窓口番号⑬） 

電 話：０４８０－３４－１１１１（内線：２１５・２１６） 

ＦＡＸ：０４８０－３４－７８２０ 

 
宮代町住民意識調査ご協力のお願い 

１．お答えは、必ずあて名のご本人がお答え下さい。 

２．お答えは、設問ごとに（１つに○）（２つに○）などそれぞれ指定していますので、お

間違えのないようにお願いします。 

３．お答えの中で「その他」を選んだときは、その内容を具体的にご記入下さるようお願い

します。 

４．ご記入いただいた調査票は、同封の返信用封筒に入れて、３月１２日（金）までに投

函してください（切手は不要です）。 

 

 



 

73 

 

 

 

問１ あなたは、宮代町の住みやすさを、全体としてどう感じていますか。（１つに○） 

１．大変住みやすい 

２．どちらかといえば住みやすい 

３．あまり住みよくない 

４．住みにくい 

５．わからない 

 

 

 

問２ あなたは、これからも宮代町に住み続けたいと思いますか。（１つに○） 

 

１．永住したい 

２．当分の間住みたい 

 

 

３．できれば移転したい 

４．移転する 

 

 

 

問２－１  

「永住したい」「当分の間住みたい」と

お答えになった方におたずねします。 

その主な理由は何ですか。（２つに○） 

 

 

 

 

問２－２  

「できれば移転したい」「移転する」

とお答えになった方におたずねします。 

その主な理由は何ですか。（２つに○） 

 

１．自然環境が良い 

２．永年住み慣れている 

３．人間関係がよい 

４．教育環境がよい 

５．仕事の関係から 

６．自分の家（土地）がある 

７．家賃・地代が安い 

８．交通の便がよい 

９．公共施設が整っている 

10．行政サービスが充実している 

11．その他 

（              ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．公園・緑地・広場が少ない 

２．日常生活が丌便 

３．人間関係がよくない 

４．教育環境がよくない 

５．仕事の関係から 

６．近隣公害（騒音・振動・日照）のため 

７．現在の住宅（広さ・家賃など）に丌満 

８．交通が丌便 

９．公共施設が整備されていない 

10．行政サービスが充実していない 

11．その他 

（                ） 

 

１．町の住みごこちについて 

 

 

 

 

 



 

74 
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問３ あなたのまちづくりに対する “満足度”についておたずねします。次の項目につい

てお答え下さい。（○は１つずつ） 

           あなたの考え 

 

項 目 

満
足 

ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
満
足 

ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
不
満 

不
満 

わ
か
ら
な
い 

【記入例】 ４ ３ ２ １ ０ 

 

（１）都市基盤 

①道路の整備（他の自治体につながる幹線道路） ４ ３ ２ １ ０ 

②道路の整備（居住地周辺の生活道路） ４ ３ ２ １ ０ 

③鉄道の駅施設・運行ダイヤ ４ ３ ２ １ ０ 

④町内循環バスの路線網・便数 ４ ３ ２ １ ０ 

⑤上水道（供給の安定性、おいしさ） ４ ３ ２ １ ０ 

⑥下水道等の生活排水処理対策 ４ ３ ２ １ ０ 

⑦公園・遊歩道の整備（配置、設備） ４ ３ ２ １ ０ 

⑧市街地の街並み・景観の美しさ・快適性 ４ ３ ２ １ ０ 

⑨住宅地の整備 ４ ３ ２ １ ０ 

 

（２）生活・自然環境 

①ごみの処理（分別、収集回数） ４ ３ ２ １ ０ 

②地球温暖化対策 ４ ３ ２ １ ０ 

③自然環境の豊かさと保全の取組み ４ ３ ２ １ ０ 

④道路等の水はけ、冠水対策 ４ ３ ２ １ ０ 

⑤防犯や交通安全対策 ４ ３ ２ １ ０ 

⑥消防・防災体制 ４ ３ ２ １ ０ 

⑦消費者対策（相談体制等） ４ ３ ２ １ ０ 

 

（３）教育・生涯学習・コミュニティ 

①小中学校等の教育環境（教育内容・施設） ４ ３ ２ １ ０ 

②生涯学習（講座、教室等）の機会・内容 ４ ３ ２ １ ０ 

③市民の生涯学習活動や市民活動に関する情報 ４ ３ ２ １ ０ 

④地区、自治会等の活動や近所づきあい ４ ３ ２ １ ０ 

⑤地区、自治会活動や市民活動に対する支援 ４ ３ ２ １ ０ 

 

２．まちづくりに対する“満足度”について 
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           あなたの考え 

 

項 目 

満
足 

ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
満
足 

ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
不
満 

不
満 

わ
か
ら
な
い 

 

（４）保健・医療・福祉 

①各種健診や相談等の保健事業、医療体制 ４ ３ ２ １ ０ 

②子育て支援（施設、子育て支援事業、経済的支援） ４ ３ ２ １ ０ 

③高齢者福祉（介護保険、保健福祉事業、いきがいづく

り等） 
４ ３ ２ １ ０ 

④障がい者福祉（障がい者福祉事業、社会参加・自立支

援等） 
４ ３ ２ １ ０ 

⑤生活保護、国民健康保険等の社会保障 ４ ３ ２ １ ０ 

⑥ボランティア等の地域福祉活動 ４ ３ ２ １ ０ 

 

（５）産業 

①農業の振興（担い手育成、地産地消の推進等） ４ ３ ２ １ ０ 

②商工業の振興（起業・創業支援等） ４ ３ ２ １ ０ 

③食料品等の日常品の買い物の便利さ ４ ３ ２ １ ０ 

④町の特性をいかした観光の振興 ４ ３ ２ １ ０ 

⑤雇用機会の確保 ４ ３ ２ １ ０ 

 

（６）行財政運営 

①自立した行財政運営に向けた改革 ４ ３ ２ １ ０ 

②先進性・独自性を持ったまちづくり ４ ３ ２ １ ０ 

③行政からの情報提供（方法、内容） ４ ３ ２ １ ０ 

④市民の意見の反映や市民参加機会の確保 ４ ３ ２ １ ０ 

⑤人権擁護、男女共同参画の取組み ４ ３ ２ １ ０ 

⑥町職員の接客態度 ４ ３ ２ １ ０ 
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4 

問４ あなたの公共施設の“利用頻度”と“満足度”についておたずねします。次の施設

について、お答え下さい。（○は１つずつ） 

 利用頻度 満足度 

よ
く
利
用
す
る 

と
き
ど
き
利
用
す
る 

過
去
に
何
度
か
利
用
し
た 

利
用
し
た
こ
と
が
な
い 

満
足 

や
や
満
足 

や
や
不
満 

不
満 

利
用
し
た
こ
と
が
な
い
の
で
分
か
ら
な
い 

【記入例】 
 

 
３ ２ １ ４ 

 
２ １ ０ 

（１）スポーツ関連施設 

①総合運動公園「ぐるる宮代」 ４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ ０ 

②はらっパーク宮代 ４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ ０ 

③いきがい活動センター 

（旧勤労者体育センター） 
４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ ０ 

（２）生涯学習関連施設  

①図書館 ４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ ０ 

②郷土資料館 ４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ ０ 

③新しい村 ４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ ０ 

④進修館 ４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ ０ 

⑤市民活動スペース ４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ ０ 

⑥公民館 ４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ ０ 

（３）福祉関連施設 

①福祉医療センター「六花」 ４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ ０ 

②保健センター ４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ ０ 

③ふれ愛センター ４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ ０ 

④陽だまりサロン ４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ ０ 

３ 
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問５ 今後、人口減少・高齢化が進行していく中で、大規模な住宅地や商業施設、工業団

地等の都市開発のあり方についてどのように考えますか。（１つに○） 

１．開発を積極的に行うことで、拡大成長型のまちづくりを進める 

２．開発は最小限にとどめ、既存施設の有効活用等による持続可能なまちづくりを進める 

３．新たな開発は行わない 

４．その他（                                  ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 宮代町を象徴する田んぼや畑、屋敷林、雑木林等の田園景観については、今後、農

家の後継者不足等により、さらに減少していくことが見込まれます。こうした状況に、

あなたはどのように対応していくべきと思いますか。（１つに○） 

１．行政と農家により、農地保全のための取組みを推進する 

（例：農地の集約化、地産地消の推進、新規就農者の育成等） 

２．行政と農家だけでなく、農家以外の人も農地保全の取組みに参加する 

   （例：地元産の農産物等の購入・市民農園の利用・援農ボランティアへの参加等） 

３．農家自身の努力に任せておけばよい 

４．その他（                                  ） 

 

 

 

 

 

 

 

３．今後のまちづくりの基本的方向性について 

 
日本の人口は、平成 47 年までの今後 25 年間で約 1,650 万人減少し、宮代町の人

口も約 7,000 人減少、５人に２人近くの人が 65 歳以上の高齢者の町になると推計さ

れています。 

※出典：国立社会保障・人口問題研究所『日本の市区町村別将来推計人口－市区町村別男女５歳

階級別推計人口』（平成 20 年 12 月推計） 

 

ミミニニココララムム  町町のの人人口口推推計計  

 
宮代町の経営耕地（農地）の面積は、昭和 50 年の 800ｈａから 

平成 17 年には 472ｈａまで減少しています。 

また、農家総数についても、昭和 50 年に 900 あった農家が、 

平成 17 年には 619 まで減少しています。 

※出典：農林業センサス 

ミミニニココララムム  農農地地・・農農家家のの減減少少  
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問７ 今後、町の魅力の向上やにぎわいの創出を図っていく上で、特に重視あるいは活用

すべきと思う資源（宮代町の特長・強み）は何だと思いますか。（３つに○） 

１．日本工業大学 

２．東武動物公園 

３．進修館 

４．笠原小学校 

５．新しい村 

６．遊歩道（健康マッ歩、農の道） 

７．山崎山の雑木林 

８．田園景観 

９．古利根川などの河川・水路 

10．桜並木（姫宮落沿いなど） 

11．新鮮で安全な農産物 

12．巨峰 

13．みやしろ餃子 

14．郷土資料館 

15．史跡・文化財 

16．町民まつり 

17．みやしろイルミネーション 

18．市民によるさまざまな活動 

19．その他 

   （                ） 

 

問８ 今後の行政サービスのあり方についてどう思いますか。（１つに○） 

１．行政は住民の要望に対して、できる限りそれを実現するべきである 

２．行政だけではなく、住民や市民団体も一定の役割を果たすべきである  

３．行政は専門知識や経験を持つ民間企業等に一部の業務を委ねていくべきである 

４．命や安全にかかわることだけ行政が行うべきである 

５．その他（                                  ） 

 

問９ あなたは、宮代町が今後どのようなまちづくりを目指すべきだと思いますか。 

（３つに○） 

１．水と親しめる水辺づくりでうるおいのあるまち 

２．進修館をシンボルとしてコミュニティの充実したまち 

３．大学を中心とした学園都市 

４．巨峰をいかした特産のあるまち 

５．田園風景の残る環境に恵まれたまち 

６．市民農園など、土・自然と親しめるまち 

７．スポーツに親しみ健康づくりに力を入れるまち 

８．東武動物公園を中心としたレジャーのまち 

９．ユニークな建物の建つ楽しいまち 

10．いつでもどこでも誰でも学べる生涯学習のまち 

11．高級マンション、住宅地で田園調布のようなまち 

12．大型店を中心としたにぎわいのあるまち 

13．安心して老後を迎えられる福祉の充実したまち 

14．安心して子どもを育てられる子育て環境の整備されたまち 

15．近所の助け合いやボランティア活動、地域活動などが活発な市民自治の進んだまち 

16．その他（                                  ） 
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問 10 今後のまちづくりを進めていく上で、次に掲げる項目（行政課題）のうち、重点的

に取組む必要があると思うものを選んでください。（５つに○） 

【
都 

市 

基 

盤
】 

１．道路の整備（他の自治体につながる幹線道路） 

２．道路の整備（居住地周辺の生活道路） 

３．鉄道の駅施設・運行ダイヤ 

４．町内循環バスの路線網・便数 

５．上水道（供給の安定性、おいしさ） 

６．下水道等の生活排水処理対策 

７．公園・遊歩道の整備（配置、設備） 

８．市街地の街並み・景観の美しさ・快適性 

９．住宅地の整備 

【
保
健
・
医
療
・
福
祉
】 

22．各種健診や相談等の保健事業、医療体制 

23．子育て支援 

（施設、子育て支援事業、経済的支援） 

24．高齢者福祉 

（介護保険、保健福祉事業、いきがいづくり等） 

25．障がい者福祉 

（障がい者福祉事業、社会参加・自立支援等） 

26．生活保護、国民健康保険等の社会保障 

27．ボランティア等の地域福祉活動 

【
産 

 

業
】 

28．農業の振興 

（担い手育成、地産地消の推進等） 

29．商工業の振興（起業・創業支援等） 

30．食料品等の日常品の買い物の便利さ 

31．町の特性をいかした観光の振興 

32．雇用機会の確保 

【
生
活
・
自
然
環
境
】 

10．ごみの処理（分別、収集回数） 

11．地球温暖化対策 

12．自然環境の豊かさと保全の取組み 

13．道路等の水はけ、冠水対策 

14．防犯や交通安全対策 

15．消防・防災体制 

16．消費者対策（相談体制等） 

【
行 

財 

政 

運 

営
】 

33．自立した行財政運営に向けた改革 

34．先進性・独自性を持ったまちづくり 

35．行政からの情報提供（方法、内容） 

36．市民の意見の反映や市民参加機会の確保 

37．人権擁護、男女共同参画の取組み 

38．町職員の接客態度 

【
教
育
・
文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
】 

17．小中学校等の教育環境（教育内容・施設） 

18．生涯学習（講座、教室等）の機会・内容 

19．市民の生涯学習活動や市民活動に関する 

情報 

20．地区、自治会等の活動や近所づきあい 

21．地区、自治会活動や市民活動に対する支援 

 

 

４．今後のまちづくりの重点課題について 
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地区や自治会による地域活動、福祉や環境保全等の市民活動、行政が呼びかける会議や

事業等への参加（以下、これらを総称して「市民のまちづくり活動」と言います）につい

て、あなたの考えをお聞かせください。 

 

問 11 あなたは、これまで「市民のまちづくり活動」に参加したことがありますか。 

（１つに○） 

１．参加したことがある ２．参加したことはない 

 

問 12 あなたは、今後の「市民のまちづくり活動」への参加についてどのようにお考えで

すか。（１つに○） 

１．機会があれば積極的に参加したい 

２．わずらわしくない・負担にならない程度に参加したい 

３．熱心な人だけが参加すればよい 

４．まちづくりは行政がやることなので参加する必要はない 

５．その他（                                  ） 

 

問 13 あなたは、宮代町に関する情報を主にどこから得ていますか。（２つに○） 

１．広報みやしろ 

２．町議会だより 

３．町ホームページ 

４．町の窓口や担当課への問い合わせ 

５．地区や自治会の掲示板、回覧板 

６．新聞の地域版、ミニコミ誌 

７．町に関する情報には興味がない 

８．その他（             ） 

 

５．市民のまちづくりへの参加と町からの情報提供について 
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問 14 あなたの性別はどちらですか。（１つに○） 

１．男 ２．女 

 

 

問 15 あなたの年齢は何歳ですか。（１つに○） 

１．10 歳代 

２．20 歳代 

３．30 歳代 

４．40 歳代 

５．50 歳代 

６．60 歳代 

７．70 歳代以上 

 

問 16 あなたは宮代町に住んで何年になりますか。（１つに○） 

１．５年未満 

２．５～９年  

３．10～19 年 

４．20 年以上 

 

問 17 あなたの職業は次のうちどれですか。（１つに○） 

１．学生 

２．パート・アルバイト 

３．専業主婦・主夫 

４．農業 

５．建設・製造業 

６．商業（小売、飲食店等） 

７．運輸・通信業 

８．会社員、団体職員、公務員 

９．自由業（医師、弁護士、理美容師等） 

10．無職 

11．その他（              ） 

 

 

問 18 あなたの通勤・通学先はどこですか。（１つに○） 

１．宮代町内 

２．埼玉県内（宮代町以外） 

３．東京都内 

４．通勤・通学の必要がない 

５．その他（              ） 

 

問 19 あなたの家族構成はどのようになっていますか。（１つに○） 

１．一人暮らし 

２．夫婦二人暮らし 

３．二世代同居（親と子、祖父母と孫等） 

４．三世代同居（親と子と孫等） 

５．その他（              ） 

 

 

６．あなたご自身のことについて 
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問 20 あなたのお住まいはどこですか。（１つに○） 

１．東 

２．中 

３．金原 

４．逆井 

５．山崎 

６．西原 

７．姫宮 

８．川端 

９．宮東 

10．中島 

11．道仏 

12．百間 

13．百間１～６丁目 

14．中央１～３丁目 

15．宮代１～３丁目 

16．本田１～５丁目 

17．東粂原 

18．西粂原 

19．須賀 

20．和戸 

21．国納 

22．和戸１～５丁目 

23．宮代台１～３丁目 

24．学園台１～４丁目 

25．笠原１～２丁目 

26．川端１～４丁目 

27．東姫宮１～２丁目 

 

 

問 21 将来の宮代町の姿について、簡単な標語やキャッチフレーズで表現してください。

また、その標語、キャッチフレーズについてのあなたの願いや、お考え等があれば

お書きください。 

・標語、キャッチフレーズ 

 

 

・あなたのお考えなど 

 

 

 

 

 

○最後になりましたが、宮代町のまちづくりについて、アイデアやご意見がありましたら、

ご自由に記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問は以上です。お忙しいところご協力いただき、ありがとうございました。 

このまま同封の返信用封筒に入れて、３月１２日（金）までに投函してください。 
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